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午前９時30分開議 

○議長（新山 玄雄君）  おはようございます。これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１号 

○議長（新山 玄雄君）  日程第１、議案第１号を議題とし、前回の議事を継続します。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑については、各条例ごとに質疑を行います。条例第１号から質疑を行います。質疑はあり

ませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  では、質問いたしますが、この文章ですけども、「周防大島町役

場の位置を次のとおりと定める」とありますが、もうこれは専決処分をされておるわけですから、

変えれということではありませんが、今後の、これ、町長のお考えをということでお聞きしたい

わけですが、役場の位置の次に、「当分の間」という言葉を入れてほしいという希望があるわけ

ですが、その辺の町長のお考えをお聞きしたいと思います。 
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○議長（新山 玄雄君）  町長。 

○町長（中本 冨夫君）  お答えをいたしますが、条例には入っておりませんが、協定項目には入

っておりますので、御理解いただいて間違いはないと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  いや、私がお聞きしたいのは、今後、そういう「当分の間」とい

う言葉を入れてほしいという希望なんで、それを入れるか入れないかという答えでお答えを願え

たらと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  町長。 

○町長（中本 冨夫君）  この条例の中には入れる必要はないと私は思っております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  客観的に聞いちょきたいというふうに思いますが、今回、周防

大島町役場の位置を定める条例、これについては、基本的には今回、合併という専決に伴うわけ

なんですが、本来、いわゆる条例設置、そして位置の変更、これは地方自治法でいう特別多数議

決の対象ということでとらえておってよろしいかというふうに考えますが、その点の確認をしと

きたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  中本町長。 

○町長（中本 冨夫君）  御意見のとおりでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１号の質疑を終了いた

します。 

 続きまして、条例第２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２号の質疑を終了いた

します。 

 続きまして、条例第３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第３号の質疑を終了いた

します。 

 続きまして、条例第４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４号の質疑を終了いた

します。 

 続きまして、条例第５号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  今回、基本的には…… 

○議長（新山 玄雄君）  ５号ですよ。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  できれば、ナンバーできのう言うちょるでしょ、ナンバーで言

うてもらわんと。（発言する者あり）ナンバー何号で言うてもらわんとわかりにくい、非常に。 

○議長（新山 玄雄君）  次、行きます。──じゃ、休憩します。 

午前９時40分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前９時41分再開 

○議長（新山 玄雄君）  引き続き会議を開きます。 

 条例第５号、質疑はありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第５号の質疑を終了いた

します。 

 続きまして、条例第６号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  非常に審議がしにくいわけなんですが、条例６号について質疑

をします。 

 今回、条例が提案されて、先ほど言いましたように規則が全くないという状況の中で、どの範

囲までが、早う言うたら質疑ができるんかが非常にわかりにくいということなんです。実際的に、

今これを提案するに当たって、施行規則、事務決済規定などの関連部分について、どこまでが準

備できているのか、実際的に。例えば今現在、合併して２カ月になりますが、まだ窓口の中に、

いわゆる規則、規定部分が十分備わってないという状況の中で、基本的には連携、部といろんな

連携がここで質疑するのか、そこもわかりにくいという状況なんです。そいじゃけ、一つは、ど

こまでが整理されて、これにかかわって事務決済規定また施行規則などがどこまでが、いわゆる

窓口に備えつけられているのか、その点からまず聞いときたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。行政組織条例に関する規則のことでございます

が、今回、御承認をいただきたいのは条例ということでございますが、その審議の過程上、条例

だけではなく、規則が備わっておることが大事だということは、よく認識いたしております。 

 合併という大変大きな事務作業の中で、この条例の整理がちょうどその合併に間に合うように
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ということで、大変膨大な条例でございますので、それの規則まで、すべてを皆さんにお渡しで

きてないということでございますが、今現在、各条例に関する規則については、でき上がってお

ります。ちょうど今、印刷にかけておる状態でございまして、この本会議までに皆さんにお配り

できなかったんですが、各部ごとにはすべて配布いたしております。それで、今回の行政組織条

例に関連する分野の規則につきましては、行政組織条例施行規則と、今議員さんのお話にありま

した事務決済規定、これらが関連するところでございまして、組織条例につきましては、補足説

明でも申し上げましたが、部制を敷いておりますので、従来の各町の条例規則とは大幅に変わっ

ておるわけでございまして、新しい部制を敷いた条例に基づいた施行規則を用意いたしておりま

して、今、ちょうど印刷がかかっておる状態でございますので、次の定例会までにはお配りでき

ると思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  具体的に、議員に回るのは、それはいろんな中でおくれること

もありましょう。じゃが、やっぱり実際的に仕事をする窓口、例えばいろんな転記をしながら仕

事をしていくわけですね、そういうときに、やっぱり例えば部と総合窓口部門との連携とかいう

のが、今２カ月間の中で、実際的には整備されてない、それは弱点かどうかわかりませんが、中

で、住民が非常に実際合併して２カ月来たが、非常に町の職員さんも大変、住民も大変という経

過で来ちょるということは、やっぱりかなり深刻な状況だというふうに、私は考えておるんです

よ。そういうところで、先ほど言われましたが、きちっと議員もそれを審議するためにはそれが

必要なんですよ、実際。今、どういうふうな中でやっちょるとかいうことが、非常に大事な範囲

に入るんで、ぜひとも早い時期に、先ほど１２月と言われましたが、早い時期に関連する──定

例会という言われ方をされたようなんで、早い時期に出していただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに。魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  行政組織の問題ですので、仕事の内容かなというようなとらえ

方をしておりますが、実際、ごく最近の新しい、要するに要望と言いますか、仕事の分野として、

この条例の中にも後に出てきますが、情報公開というような問題がクローズアップされておりま

す。それで、旧４町ともそれぞれ条例を制定されて取り組んでおられたし、この議案にも周防大

島町として情報公開の条例を定めて、そういう情報公開に努めていくんだというような姿勢が伺

えますが、一体この周防大島町役場自体の仕事の組織の中で、その分野はどこに入るのでしょう

か。 

 その点と、もう１つは、例えば、今回上げられておる各仕事の内容のここに入りますよという

ようなことであれば、新しいそういった分野のことに関しては、一つの目玉として、新しい町の
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周防大島町の私たちの町の一つの大きなポイントですよ、目玉ですよとして、情報公開に努める

なり情報公開に関することなりの、要するに文字をぜひ入れてほしいと思うんですが、そこら辺

はいかがでしょうか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  ただいまの御質問ですが、情報公開に対する部署はどこであるかと

いうことでございますが、企画課の広報情報統計班というところで、情報公開及び情報保護及び

町内の情報化に関することというのを分掌するということにいたしております。 

 ただ、条例の方では総務部ということになっておりまして、総務部の中には条例でその事務分

掌が出ておりますが、要するに条例では部の事務分掌を定めるというふうに、自治法の１５８条

でなっておりますので、部の事務分掌までしか条例では出ておりません。要するに、施行規則の

方で今度は課または班の事務分掌が出るということになっております。 

 それで、情報公開のことを広く住民にということでございましたが、合併のごく直前になって

お配りいたしましたこの「暮らしのインフォメーション」、これの中には、企画課の広報情報統

計班の方に情報公開または情報保護というふうなものを分掌するということが、小さくて申しわ

けないんですが、ここに出させていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  今、御説明をいただいたことは、理解をしておるつもりなんで

すが、要するに、町の一番ポイントとなる法律といますか、約束事というのが条例だと思うんで

す。その条例の部分にぜひともそういう文言を文字を入れて、私たちの町はこういうことをポイ

ントに、目玉としてこれからも頑張っていくんだというようなことを考えていっていただきたい

ということを申し上げてるわけです。規則とか、そういった部分には、そら、我々議会や役職に

おられる方々はわかるかもわかりませんが、ごく一般の方々には、そういったものは見えてこな

いわけですよ、実際はこういうことをやってますよと言われても、なかなか見えてこない部分だ

と思います。かなりのポイントの部分だと思いますので、その辺はもう少し御検討を願いたいと

思います。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁要りますか。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  はい。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  御質問のとおり情報公開というのは、大変ひらかれた行政というこ

とで大事なことだと思うんですけれども、それで条例の最後に「この施行に関し必要な事項は規

則で定める」というふうにはなっておりますが、今の御指摘のような明確な文言がこの条例に記
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載されるべきではないかということでございますので、これは当然、入れるとすれば条例改正が

必要になってまいりますが、今後検討させていただきたいと思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。平野議員。 

○議員（４番 平野 和生君）  僕はちょっと時々まと外れなことを言うことがありますんで、そ

んときは、どうかお許しを願いたいと思います。 

 産業建設部のことなんですけど、今、漁港課の人数が８名ですか、と思うんですけど、彼らは

今、台風１８号、２３号の影響でかなりハードな勤務状態であると思っております。到底８人じ

ゃ間に合わんのじゃないかと思っておりますが、地域、各支庁から支援班が出たりしてその点を

カバーしているのかどうか、担当部長にお答えをお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  議員皆さん御存じのとおり、合併直前に台風１８号に南側の地域を

見舞われまして、また合併後に台風２３号で北側の地域、要するにダブルパンチで大変ひどい被

害を受けております。ちょうど合併を挟んだ前後にこういう大被害を受けて、非常に合併の準備

にも支障が出たというふうに思っております。 

 それで、１０月の１日に合併しましたが、すぐに１０月の１２日に産業建設部の関係の課、要

するに建設課、水産課、農林課に各他の部署から１０名の職員を兼務で派遣をいたしております。

水産課にも２名ほど派遣をいたしておりまして、１名を兼務いたしております。そういうことで

ございまして、３名ほど追加の職員が出ておりますが、３名では到底追いきれないぐらいの業務

量が発生いたしております。これは１１月から１２月までに災害復旧の査定が行われるというこ

とで、査定前ということで、今現在派遣をいたしておりますが、職員は非常にハードな業務をこ

なしておるということでございまして、派遣はいたしておりますが、非常に厳しい状態であると

いうことは、申し上げておきたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。小田議員。 

○議員（２３番 小田 貞利君）  総合支所の役割といいますか、そういった部分が、この条例の

中に入ってもいいんじゃないかなという気がします。合併前から総合支所の役割はかなり大きな

役割として残すべきじゃないかなという議論が各地区でされたと思いますが、こういった部分が

明確化されてない部分と、次に、設置条例の中にあります総合支所としての設置条例はあります

が、これだけで見ると、ただ支所がふえたというニュアンスが多いので、総合支所の明確な役割

と、どこからどこまでを対応ができるのか、といった部分が条例化されるべきではないかと思い

ますが、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  行政組織条例と同じく、総合支所、出張所設置条例が、次の項目で
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出てまいりますが、これにも、先ほど広田議員さんの御指摘のように規則がまだ今日の例規集の

中に編集されておりません。要するに、条例を受けまして、総合支所、出張所の事務分掌を規則

で定めておるということでございます。それの中で総合支所の役割、また出張所の役割が定めら

れているところでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第６号の質疑を終了いた

します。 

 続きまして、条例第７号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  質疑の角度を変えにゃいけんかなというふうに思いよるですが、

実際的に各条例ごとに規則、訓令、町長が定める、そして要綱ということに条例の最後になって

きます。そいで、私が聞いちょきたいのは、この条例の中で、今、先ほど議員さん言われました

が、この久賀総合支所以降、２条関係で、基本的に必要な事項は町長が定めるということになっ

ちょるんです。そうすると、町長が定めるとした範囲について、例えば、頭だけでいいです、ど

ういう言い方が正しいかね、何々について、何々ついてという格好で、どういう範囲で定めてお

るのか。「町長が定める」、この条文で言えば「町長が定める」ですよね、久賀総合支所、椋野

出張所、大島総合支所以下、２条関係皆定めてますよね。その中で、町長が定めた範囲について、

柱について、柱で結構ですから、まず質疑をしちょきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。 

 周防大島町総合支所及び出張所設置条例施行規則の柱についての御質問でございますが、第

１条では趣旨を定めております。第２条では総合支所、出張所の内部組織及び事務分掌を定めて

おります。第３条では、総合支所長等の職及び職務を定めております。第４条ではその他として

この規則の施行に必要な事項をまた別に町長が定めるということで、委任をいたしております。

附則では施行日を定めておるということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  再度、この項で質疑しちょきたいわけなんですが、いわゆる総

合支所の方に、この今言われた町長が定めた部分が窓口の方にきちっと備わっているのかどうな

のか。きちっとそれが行ってるのかどうなのか、日々仕事しよるわけですよね、この条例に基づ

き。そういう中で、その町長が定めた範囲が届いているのかどうなのか、現場というものが。そ

れだけをちょっと確認しちょきたいんですがね。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 
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○総務部長（椎木  巧君）  当然、総合支所、出張所には届いておると思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第７号の質疑を終了いた

します。 

 続きまして、条例第８号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これは各町がある実際上のコミュニティー施設の中身なんです

が、これについて、条例改正の時点で例えばよりよい方向という議論で条例を考えられたのか、

それとも、もうそのままそこの町にある条例をそのまま、元の条例を取り入れただけという考え

方なのか、その辺もちょっと聞いちょきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  周防大島町コミュニティー施設設置条例でございますが、基本的に

は各町にありました同類の条例を統一したということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  条例については、かなりそのときに適したものというのが、条

例の考え方というふうに考えております。そういう中で、地元の議員が質問するのは非常に恥ず

かしいことなんですが、３条を見てください。すべて町長の承認を受けなければならない。管理

委託については、地元のコミュニティーに、維持管理については当該施設の属するコミュニテ

ィー代表者に委託することができるということになっておりますが、実際的に承認事項になると、

これは町長の承認を受けなければならないということになっております。そうすると、基本的に

はどういう形の中で町長の承認を受けるという中身になっておるのか、ちょっと報告を求めたい。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  町長が定めると、町長が決済するということはたくさんあると思い

ますが、それを一々すべてが町長に専決を任されているというわけでなくて、町長の専決事項を

助役、部長または担当課長に専決事項としてるということでございまして、それについては、事

務決済規定でその範囲を定めているところでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第８号の質疑を終了しま

す。 

 続きまして、条例第９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第９号の質疑を終了しま

す。 

 続きまして、条例第１０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１０号の質疑を終了い

たします。 

 続きまして、条例第１１号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  条例第１１号大島町情報公開条例について、質疑を行います。 

 この中で４条について、利用者の責務について触れております。この中で、公文書の公開を受

けたものは、得た情報は適正に使用しなければならないということを述べております。適正とは、

まず何を基準に適正、不適正の判断をされるのか、聞いておきたいと思います。 

 これは非常に時の執行部にとっては、非常に幅の広い内容になります。というのが適正に使用

しなければならないといった場合に、かなり幅が広いんです。だから、適正の基準については、

ここでうとうとる適正とは一体何なのか、保護なのか、それとも通常の範囲なのか、それともど

うなのか、それを聞いて、それで、仮に適正、適正でないというのは、どこが判断するのか、聞

いときたいというふうに思います。 

 それと、情報公開条例の中で、補助団体の情報公開いう部分があります。これは、１９条、こ

こでいう補助金、負担金、これについては、基本的には予算上、補助金、負担金と言わないが、

いわゆる委託金とかありますね。この場合は、ここで指すのかどうなのか、それを聞いておきた

いというふうに思います。 

 それと２０条、これは公開請求窓口ですから、これは各総合支所等ですべて入っているという

ぐらいに考えとっていいのかどうなのか聞いときたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  中野企画課長。総務部長。 

○企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 まず、第４条の利用者の責務の中で、適正にしようということでございますが、この適正にし

ようという解釈は、「公文書の公開によって知り得た情報は、社会一般の良識に従って使用し、

第三者の正当な権利、利益を不当に侵害しないことをいう」ということで行っております。 

 それと、第１９条の補助団体等の情報公開、委託金も含めるのかという話でございますが、こ

れは補助金または負担金ということで、委託金は該当しないということでございます。 

 それと第２０条の公開請求窓口、これは総合支所等も全部この窓口ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。魚谷議員。 
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○議員（１３番 魚谷 洋一君）  ２点ほど質問させていただきます。 

 まず１点目は、第２条の５号のところです。公開という定義の意味の説明の部分ですが、私の

解釈によりますと、実施機関が要するに公開という部分をどういうふうにとらえているかという

ことを、この文章を読んでみますと、３点ほど。 

 まず公文書を閲覧することを提供することと、それから視聴、つまり見ることを提供すること、

それから、公文書の写しを交付するんだと、この３点だと思うんですが、問題は、この文章を素

直に読んでみますと、そうとれないんですよね、私自身。と言いますのが、ちょっと読んでみま

すと、「実施機関が公文書を閲覧し」という、そのひらがなの「し」というのがありますが、私

はこの「し」というひらがなが要らないんじゃないかと思います。と言いますのが、この「閲

覧」と次にあります「視聴」というのが、要するに次の「供し」という言葉に係っていくんじゃ

ないかと思いますので、閲覧と視聴を提供するんだと、これは、実施期間が提供するわけですね。

要するに請求者、申請者に対して。それから、公文書の写しを交付、これも実施機関が交付する

んだ、申請者に対して写しを交付するんだと、そういうふうに解釈をせざるを得ないんですが、

そういうふうな文章に私なりに考えてみますと、先ほど言いました「実施機関が公文書を閲覧

し」というこのひらがなの「し」が要らないんじゃないかということであります。 

 それから、１１条の５項以下、これは第三者が関連してきた場合という、いろいろなことがこ

の条例で書かれてあります、手続が。実は、旧東和町の条例を読んでいただくとわかるかと思う

んですが、非常に簡単に、この５項のところ、一番最後のところ、意見書を提出する機会を与え

ることができると、この条例には書いてありますが、旧東和町の場合は、意見書を「ねばならな

い」というような形になっております。それで打ち切って以下の、要するに手続等に関しては、

規則なりそれから運用規則なりで、こと細かくたしか規定をしておったと思いますが、そういう

条例の方が、要するに第三者が絡んできた場合、たとえば今までのこの条例が施行されて、問題

があったのかどうかというような点もあろうかと思うんですが、その部分を踏まえてこういう条

例として、こういう項目を追加されたのかなというような気もするんですが、実際に審議をされ

るわけですね、第三者が絡んできた場合には。そういった場合の手続として、条例にこういうこ

と細かなことを書くよりも、規則で定められた方が、後の問題が起こったとき、あるいは修正を

しなければならないというようなことになったときに、やりやすいんじゃないかと思うわけです

が、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（新山 玄雄君）  中野企画課長。 

○企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 まず、第２条の５号でございます。公開、「実施機関が公文書を閲覧し、もしくは視聴に供し、

または公文書の写しを交付することをいう」ということで、「し」という言葉ということでござ
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いますが、閲覧あるいは視聴、これはいわゆる録音関係、そして例えば音訳による方法というこ

とで、「閲覧し、視聴に供し」ということで表現させていただいております。第１１条の５号で

ございますが、実は、この情報公開条例、４町とも情報公開条例があったわけですが、内容的に

はほぼ同様でございます。基本的にこの条例は旧東和町の条例を基本につくっております。御指

摘の第１１条につきましては、旧東和町の条例でも、意見書を提出する機会を与えることができ

るというような文言で記載しております。 

 こういうことにつきまして、やはりそういうもので対応したいということでやっております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  字句の訂正等、もろもろ御説明がありましたが、内容的にはほ

ぼ御理解をいただいてると思いますので、その点については、それでいいと思いますが、もう

１点ほどお願いします。同じく１１条の件なんですが、初めから２行目ですか、決定の時期、時

間と言いますか期間と言いますか、当該請求書を受理した日から起算して３０日以内となってお

りますが、これ、たしかいろいろ元東和町のこの条例をつくるときに論議があったと思うんです

が、１５日という日にちを入れておったように思います。その理由は、たしかなるべく請求者の

あるいは申請者のことを考慮して、なるべく早い時期に決定をしようじゃないかという日にちだ

ったと思います。その日にちも、要するにそれまで成立しておったこの条例の日にちをいろいろ

調べまして、最短がもうちょっと短いとこもあったんじゃないかと思いますが、この３０日とい

うのもありました。それから１５日というのもあったように思います。なるべく短い時間で結論

を出した方が、要するに申請者にとってもいいんじゃないかというようなことで、１５日という

日にちを設定したように思うんですが、旧東和町の場合ですよ。今回、この周防大島町のこの決

定の時間が３０日以内というふうになっておりますが、これは、何か実際にこの条例を運用され

て問題点があったのかどうか。また、３０日にした理由、それ等を御説明願いたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  中野企画課長。 

○企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 請求を受理した日から起算してということでございます。この４町それぞれいろいろな日数を

記しております。３０日もあれば１５日以内、１４日以内ということでございます。ただ、延長

期間、決定が困難な場合の延長期間というのも各町ございまして、それを足しますと４５日から

７５日ということでございました。今、問題があったのかということでございますが、取り立て

て、とりあえず新町になって問題というのはございません。このたび３０日ということでござい

ますが、延長入れても最高７５日間ということ、条例を制定している町もございました。また分

庁方式ということでもございますので、３０日ということで制定させていただきました。ただ、
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３０日はこれは以内ということでございますので、速やかに決定するのは言うまでもございませ

ん。 

 そういうことで御理解をお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 続きまして、条例第１２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１２号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第１３号、質疑はありませんか。質疑はありませんか。１３号、魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  第１２条の２項ですか、「前項の証明は」という条例なんです

が、印鑑登録原簿票に登載されている陰影を「光学画像読取装置」って何ですか。 

○議長（新山 玄雄君）  何条でした。何条。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  済みません、第１２条ですね。 

○議長（新山 玄雄君）  印鑑条例でしょ。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  そうです。５ページです、ページで言いますと、の２項ですね。

上から３行目です。「光学画像読み取り装置」、これ何ですか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。 

 「光学画像読取装置」、要するにスキャナーということなんです。どう言いますか、性能のい

いスキャナーというふうに御理解いただいたらと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  スキャナーですか。その２行下にはプリンターと書いてありま

すね、カタカナで。じゃ、何でここスキャナーって書かないんですか。プリンターってのも日本

語の漢字で書かれたらいかがですか。実際、スキャナーって、もう日常語になってるんじゃない

ですかね。皆さん、御存じだと思うんですけど、いかがですか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  どちらにも、日本語でもわかるように、また通常使われている外来

語でもわかるように、調整してみたいと思っております。よろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  恐らく漢字に強い方はわかられると思うんですよ、「光学画像
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読取装置」というのは。意地の悪い人はスキャナーかな、それともカメラかなと、カメラまで幅

広く言われるんじゃないかと思うんですけど、要するにスキャナーだと、パソコンを使ってとい

う、コンピューターを使って読み取るんだというような意味合いだと思いますんで、カタカナで

書いてどうこう、漢字で書いてどうこうというようなことを言ってるわけじゃないんですが、ス

キャナーだというふうな設定をされた方が、私はいいんじゃないかなという意見です。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。条例の中に、ほかにもこういう文言が出てくる

のではないかと思っておりますが、できるだけ明確にわかるような調整をしたいと思っておりま

す。 

 よろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１３号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第１４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１４号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第１５号、質疑はありませんか。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１５号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第１６号、質疑はありませんか。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１６号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第１７号、質疑はありませんか。質疑はありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１７号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第１８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１８号、質疑を終了い

たします。 

 続きまして、条例第１９号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  この件は、各町とも統一じゃったのか、それともどういうふう

なまとめ方をしたのか、聞いときたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  周防大島町交通災害共済条例でございますが、各４町とも全く同じ

取り扱いをいたしておりました。要するに、これを災共済として、山口県町村会の方で取り扱っ

ていただいております災共済に加入をしているという状況でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１９号の質疑を終了い

たします。 

 続きまして、条例第２０号、質疑はありませんか。田村議員。 

○議員（９番 田村 三郎君）  これを見ますと、笠佐が載ってなかったんですけど、２５条で行

政連絡船が出てますので安心してたとこです。ただし、料金が不統一、それと、学生はもう少し

下げなきゃいけないんじゃないかと、いろんな規則があるでしょうけど、その辺を今後検討して

もらいたいと思います。ただ、短期間のうちによくこれだけまとめたということに対しては、敬

意を表してます。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  大島町営渡船設置及び運営に関する条例の第４条関係の料金のこと

でございますが、今現在、この条例を４町の取りまとめた段階では、４町の使用料をそのまま引

き継いでおるということでございまして、この使用料につきましては、各町とも過去の長い歴史

の中から来たものでございまして、合併を控えた直前に全体を調整するというのは、非常に難し

いという状況でございました。そこで、新町になって４町とも有人離島があるわけでございまし

て、その離島の対策としまして、できるだけ整合性のとれた料金体制にしていきたいというふう

に思っております。今から御協議をお願いしたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  第３条には、臨時運行についての規定がなされてますが、久賀前

島航路については、別表で臨時運行の料金の規定がありません。ということは、久賀前島航路に

ついては、臨時運行した場合は普通の旅客運賃で運行するのかどうかということと、別表の第
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４条関係、その２の伊保田情島航路の定期券の学生という文言がありますが、これの学生という

解釈は、一般的には私は大学生以上は学生だというふうに認識をしておりますが、いわゆる児

童・生徒はどうなるのかという２点をお伺いします。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩します。４０分まで休憩します。 

午前10時24分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時39分再開 

○議長（新山 玄雄君）  引き続き会議を開きます。 

 続きまして、条例第２０号、質疑はありませんか。──失礼しました。１９号の質疑中でござ

いました。（「２０号」と呼ぶ者あり）答弁をいただきます。中野企画課長。 

○企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 まず、情島航路の学生につきましては、高校生以下でございます。久賀前島航路につきまして

は、臨時便という形態をとっておりません。これは増便という形態をとっておりまして、増便に

つきましては、通常の料金を取っておるということでございます。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  解釈としては学生という解釈はわかりましたが、よその航路を見

ると、きちっと例えば旧久賀は児童・園児・中学生・高校生というように区分してありますので、

今後、これは改正をして、よりわかりやすくされた方がいいのではないかというふうに思います。 

 それと、今の臨時便については、増便という、これもただ名前を変えたというふうに理解して

よろしいんでしょうか。増便だけでも臨時便というふうに理解してよろしいですかね。 

○議長（新山 玄雄君）  中野企画課長。 

○企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 まず、文言につきましては、また検討させていただきたいと思います。それと、いわゆる増便

と言いながらも、よくイベント等がありましたら、増便という格好でやっております。ですから、

基本的には臨時便ということでございましょうけど、増便という格好で現行の料金を取っている

ということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  厳密に言えば、増便というのは、通常の運行よりふやすから増便

なわけですよね。例えば台風とかがあって、昼間の運行ができなかった。それによって島民の皆

さんが帰れなかったという場合は、その通常の運行時間以外に走らすことを臨時便というんじゃ

ないでしょうか。それはやらないわけですか、じゃ。 
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○議長（新山 玄雄君）  中野企画課長。 

○企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 ですから、増便という形で行っております。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  町営ということで、町職員が従事されておるというふうに感じ

ますが、実際的にくが、せと丸、ひらい丸、これは町営運行ということなんですが、それぞれ何

人ずつ対応しとるのか、実際としてですね。それともう１つは、これに伴い、例えば過去の経緯

があって、それぞれ児童・生徒の場合は実際的にはいわゆる無料対応と、補助はどことどこがや

っているのか、実態としてですね。それをちょっと聞いちょきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  中野企画課長。 

○企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 情航路については２人でございます。久賀については４名、前島についても２名ということで

やっております。で、補助ということでございますが、これは離島航路の補助ということでござ

いますので、全体の事業費についての補助ということでございまして、個々の料金についての補

助ということではございません。全体的な補助でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  例えば、こういういわゆる交通一般にかかわって、例えば過去、

そこの地域に学校があって、廃止になる場合、例えばその中のいわゆる児童・生徒のそれまで学

校があって、遠くなったんだから、その間のいわゆるバス運賃等は見ましょうということで、さ

っきあなたは広い意味で言われたんですが、そういう生徒に対して補助的なシステムは、今ある

のかないのか、そこを聞いちょきたいわけですよ。生徒、例えば廃校とか、そういう形の中で生

徒を輸送するわけですね、学校がなくなったら。そんときに、過去の経緯から現在、子供たちは

無料にして、元の子供たちの利便を守るいう形での補助をとっとる航路はあるのかないのか、そ

こを聞きよるわけですよ。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩します。 

午前10時45分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時47分再開 

○議長（新山 玄雄君）  それでは、再開いたします。 

 答弁お願いします。中野企画課長。 

○企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 町の補助と言いましても、町の単独で補助をしております。現実にもういないところもござい
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ます、生徒が。 

○議長（新山 玄雄君）  中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  さっきから言いよるこの増便つうか臨時便というか、島民が困

っちょるときの臨時便とか増便で、恐らくこの金額には、職員を臨時便で出したときの日当と絶

対に合わんと思うんですよ、金額は。だから、島民が困っちょるときは安く、イベントとか、そ

ういうときには、これでは赤字じゃないんかと思うんです。そこのとこ、どうなのか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。 

 町営渡船の料金の設定につきましては、従来の旧町で設定されとった料金をそのまま新町では

引き継いでおります。そういうことでございますので、新町になってこの３航路の整合性を見な

がら、再度また調整をしてみたいと思っております。また、先ほどの前の質問もありましたよう

に、増便か臨時便かということにつきましても、字句の文言を統一し、明確になるように調整を

したいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  今の時点で、どのくらいの赤字になるのか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。 

 航路ごとの赤字の幅については、ちょっと今ここで資料を持ち合わせておりません。今、中本

議員が御質問なのは、例えばひらい丸で言えば臨時運行便が平日で１万４,０００円、祝祭日土

日で２万２,０００円ということに対して、それが果たしてプラスなのかマイナスなのかという

御質問だろうと思いますが、１航路に対する１万４,０００円または２万２,０００円が、それで

ペイしているかどうかというとこについては、非常に職員の人件費だけではございませんし、償

却もあるでしょうし、燃料費もあるでしょうし、その他もろもろの経費もありますので、明確に

は出しておりませんが、全体での収支は明らかになっておりますので、また資料をお渡ししたい

と思います。 

○議長（新山 玄雄君）  中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  もう１回、再度言うけど、島民が困っちょるときの臨時便は、

私自身、無料でもええんじゃないか。イベントとか何でもないとき船を出すつうわけじゃないけ

ど、そういうときにはもっとこれを金額を上げにゃいけんのじゃないかと、そういうことなんで

す。そこのとこ、恐らく人件費というのが一番負担になると思うんです。そこのとこをきちっと

した資料を、ひとつよろしく、帰るまでにお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

- 46 - 



○総務部長（椎木  巧君）  今の臨時運行便に対する費用のことでございますが、明確になって

いるとこと、または増便という形で通常の使用料をとってるというとことがございますので、今

すぐここで調整というのは、非常に難しいかと思っております。要するに、３航路が住民の皆さ

んから見てどこも、当然その距離とかもあるわけですから、そこらを含めて公平な料金体制にな

っているというふうな形になりますように調整をしたいと思いますので、今すぐということには

ならんと思いますが、またそこら辺は各航路にもいろいろ諮問委員会等もありますので、そこで

も検討していただきながら、全体の整合性のとれるような形での料金体制を設定したいと思って

おりますので、よろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  魚原議員。 

○議員（１７番 魚原 満晴君）  ちょっとお尋ねします。ひらい丸は高齢化、障害者のためにバ

リアフリー形式になっているんですが、ほかの航路も全部なってるんですか。お尋ねします。 

○議長（新山 玄雄君）  中野企画課長。 

○企画課長（中野 守雄君）  お答えいたします。 

 ほかの航路については、すべてそうなっているというわけではございません。ただ、そういう

運輸局からのバリアフリー化というような話も来ております。今後検討してみたいと思っており

ます。 

○議長（新山 玄雄君）  魚原議員。 

○議員（１７番 魚原 満晴君）  御答弁ありがとうございました。早急に、なるべく早くできる

ようによろしくお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁要りますか。 

○議員（１７番 魚原 満晴君）  いいです。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２０号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第２１号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  さきの──２１号ですね。さきの議会選挙において、かなり苦

情が出ておりました、ここでは。いうのが、ポスターの位置と、掲示場、箇所の位置、いわゆる

出される位置がずれちょるとか、そういうのがありました。実際的にはかなり混乱されたという

ふうには、私の方も見ております。ほいで、当面は、この間のポスターの箇所数が、いわゆる附

則で設ける箇所数ということで当面行くということでよろしいんですかね。箇所数。 

 実際的にこの間、１つは苦情なんです。議論の中で苦情を言うちょきたいというのが１つ。い
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うのが、実際的にこの間、選挙に際してポスター設置箇所に関する条例に基づき、附則の中で設

置箇所とか、附則ですか、選挙管理委員会が定めるんかな、必要な事項は、という中で、実際的

には出されたものが、いわゆるポスター番号と地図の位置が違うたり、地図の中のそれが実際に

はそこにないのに、あるように書いたり、実際的にそういう状況があったということなんです。

ここでは、ポスターの設置に関し必要な事項を定めることとするということになっとるので、こ

の項でしか発言できんと思うんですよ。そういう中で、１つは当面、この間言われた箇所数がず

っとこの条例改正までは行くということですよね。それが１つ。 

 それと、そういうふうな例えば事務上の取り扱いでかなり煩雑な状況があったという苦情は述

べちょきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。 

 ポスター掲示場の件でございますが、旧４町で各町とも公営掲示場の設置をいたしておりまし

たが、これをそのまま旧町のままでやるということは、今回２６名の議員定数になりますことで

すし、区画も相当大きくなりました。また、町長の選挙も同時に行われるということでございま

して、旧町で設けておりましたポスター掲示場の位置にそのままつけるということは、非常に難

しいということでございまして、相当の数を移動しておりますし、数の変更も行っております。 

 それによりまして、立候補予定者の皆様方に告示前に既にお配りしたと思いますが、その後、

実際に立てて歩いた場合、またここは困るというふうな苦情が出たり、そういうことで位置を少

しずらしたというようなことで、当初お渡ししました地図とずれが出るというようなこともあっ

たようでございます。それは大変御迷惑をおかけしたと思っております。 

 そういうことでございまして、今までに１２名から１６名というふうな議員定数での掲示板の

位置でありましたから、それから大変大きなものになったということで、場所の設定も非常に苦

労したということでございますので、御理解をいただきたいと思います。今後、もう少し上手に

なるようにやっていきたいと思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的には、ぜひ注意していただきたいのは、実はポスター掲

示というのは、いわゆるそこの住民に見ていただく、選んでいただく武器なんですね、一つは。

それをぜひとも掲示の箇所については頭に入れちょっといただきたい。というのは、実際的には、

もう住民が見るんじゃなしに車が見る。実際車は見えんわけですよ。じゃが、逆に住民は見えな

いというような。例えばポスターを見よう思うたら、車を車道を横切っていかんと見えんという

ような感じで、かなり住民から、何でそうなのちゅうのが出ちょったので、かなりその辺は、今

後は配慮を求めちょきたいというふうに思います。 
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 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  今まで、旧久賀町議会では、議案に対して関連質問は認めていた

だけなかったんで、議案に対する質問しかできなかったわけですが、どうも関連質問も結構認め

ていただくようなんで、関連質問として質問させていただきますが、今、広田議員さんがおっし

ゃってたさきの選挙で、私も感じたわけですが、いわゆるポスターの位置が平等というか、自治

会によっては全然ないとこもあると。しかし、５０メートルぐらいの間に３カ所ぐらいあるとか、

結構固まった、今回、なかなか時間がなかったんで、設置場所、それと先ほど部長さん、言われ

たように広くなったということで難しかったんだろうとは思うんですけども、今後は、やっぱり

きちんと、自治会の中に１つもないような状態というのはなくしていただいて、また、そういう

ように５０メートルのとこに３カ所も必要かなということもありますんで、その辺の設置場所に

ついては、御検討をしっかりしていただいて、それから、２条の２項には減すこともできるとい

うふうに書いてありますんで、もう少し減してもいいのかなということもありますんで、これは

関連で申しわけないんですが、考えていただけたらと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  このポスター掲示場の数の問題でございますが、投票区ごとにまず

基準額がございまして、投票区で区域が切られておるということでございますから、今御指摘の

ような各自治会ごとでの枚数というのに、若干、ない自治会があったというようなこともあるか

と思います。 

 今、お話もありましたように初めてのことでございまして、選管の職員もすべて各４町から配

属されておるというわけでもございませんでしたので、非常に位置についてはそういう御迷惑が

あったかと思いますが、次の選管の委員会でもこの問題は協議していただきまして、できるだけ

自治会単位でもあるように、できるだけ配慮したいと思っておりますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑。神岡議員。 

○議員（８番 神岡 光人君）  関連事項外かもわかりませんけども、一つお聞きをしておきたい

ことがございまして。今のポスターの掲示場のことが出ましたのですが、実はポスターのことで

すが、私の男前のポスターが２枚はがされたんですよ。雨も降ってない、風もないのに。こうい

う場合は、罰則としてはどういうのがあるのかお聞きしておきたいと思います。申しわけない。 

○議長（新山 玄雄君）  関連ですが、どうぞ、ちょっと答弁をお願いします。これとはあれです

が。椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  公職選挙法でポスターについて、例えば破ったりはがしたり、遺棄
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したりということについては罰則がついております。ただ、罰則につきましては、それを取り締

まるのは警察でございますので、私どもの方はそういう通報がありましたら、当然、警察の方に

通報したいと思っております。 

○議員（８番 神岡 光人君）  ありがとうございました。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２１号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第２２号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  監査委員の条例なんですが、実際的に、これについては基本的

には内部監査の範疇というふうに読み取れるんですが、この条例を設置するときに、いわゆる外

部監査の位置づけとか、そのへんの議論はあったのか。全くなく、今回、この条例設置をしたの

か、その辺を聞いときたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。 

 監査委員条例につきましても、４町の監査委員条例を並べまして、それから新しい条例を制定

したということでございまして、特に旧町の４町の条例から踏み出すようなことは検討いたして

おりません。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２２号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第２３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  なしと認めます。これをもちまして、条例第２３号の質疑を終了します。 

 続きまして、条例第２４号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  ２４号でよろしいでしょうか。 

○議長（新山 玄雄君）  ２４号です。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実は、この旧町でそれぞれ集めて、今回２０人以内をもって組

織するということであります。それで、委員は、公共的団体、町議会、学識経験者、かなりダブ

った委員がかなりおられると。よりは、基本的にはこの運用に当たっては、きちっと必要な事項

は、また町長がつくられると思いますが、やっぱり旧４町それぞれ当然のように、バランスよく
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配置するという議論があるのかないのか、現在、実際的に専決で今から先、要綱がつくられ、町

長が定められると思いますが、その辺のところは既に専決された後、議論開始はされているのか

どうなのか、その辺は聞いときたいというふう思います。 

○議長（新山 玄雄君）  村田総合政策課長。 

○総合政策課長（村田 雅典君）  この件につきましては、議員お説のとおり、４町バランスをと

って今から中身を詰めていくという状況であります。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２４号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第２５号、質疑はありませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  条例というのは、国で言えば法律ですので、解釈をきちんとして

おきたいと思いますので、もう一度伺いますが、この別表のとこの幼児という、（１歳未満）と

いうのがありますが、いわゆる幼児というのは、１歳未満は言いませんよね。１歳未満は乳児と

いうふうに言われると思うんですが、幼児ということであれば、この括弧書きは要らないんじゃ

ないかというように思いますんで、これも今後はきちっとした文言にするということにしていた

だきたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  先ほどの離島航路の条例にもありましたように、こちらは行政連絡

船という形になっておりますが、いずれにしても、そういう有人離島の航路でございますので、

整合性の保てるような文言にしたいと思っております。よろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。平野議員。 

○議員（４番 平野 和生君）  先ほど出ました町営渡船、それとこの今回だけ、小松笠佐の便だ

け行政連絡船ってなってますよね。おまけに地域住民は無料と。これ、例えば浮島の住民がこう

いうのを見たとき、情島の住民、久賀の前島の住民が見たときに、無料と有料、ちょっとおかし

いと思うのは当然と思うんですよ。その辺のところをちょっとお伺いしたいんですけど、旧町の

大島町じゃったら別にいいと思うんですが、周防大島町になって、何ぼ何でも無料いうのはいか

がなもんかな思うんですけど、いかがでしょうか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。 

 今の離島航路ともう１つ行政連絡船ということの名称が違いますが、また、要するに取り扱い

自体も、海運局の違いがあると思いますが、住民の方々にとりましては、いずれも町営渡船とい
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うふうに理解されるんじゃないかと思っております。ただ、先ほども申し上げましたように、合

併に至るまでの旧町の長い歴史というものがありまして、これを合併までにすべてを同等に調整

するということは、非常に難しいということでございまして、過去の歴史を踏まえながら、今後

の調整の課題にしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２５号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第２６号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  周防大島町職員定数条例について質問します。 

 ２条で書かれています、それぞれ職員の定数は次に掲げるいうことで、書かれてますね。今、

１０月１日時点で、実際的には何人で出発したのか、まず報告を求めたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  職員の定数条例についてでございますが、職員の定数は、ここに掲

げてあるとおりでございますが、このうち町長部局、議会の事務部局、教育委員会の事務部局、

選挙管理委員会の事務部局、監査委員の事務部局、農業委員会の事務部局、合わせまして

３８１名でスタートいたしております。要するに、この部局ごとの定数につきましては、非常に

兼務、併任または兼任というようなのもかかっておりますので、個々には非常に出しにくいので、

トータルで３８１ということでございます。公営企業局の職員数につきましては、公営企業局の

部長の方から答弁させていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  横山企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（横山 充生君）  それでは、公営企業局の職員について御報告いたします。 

 まず医師が２０名、それから薬剤師、放射線技師などの医療技術員が５１名、保健師、助産師、

看護師、準看護師で１３８名、社会福祉士、介護福祉士で１９名、ケアマネージャー４名、事務

員３０名、教員１０名、その他の職員４６名で、合計３１８名でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的に、部長が言われる答弁はわかるんですよ。しかし、ど

の位置においても、基本的には５割以上の事務があるわけですよ、５割ずつちゅうのはないわけ

ですよ。だから、私が言いよるのは、そこんところで、例えばそれぞれ配属されちょると思うん

ですよ、それを報告してくださいということなんですよ。お願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  失礼いたしました。それでは、町長の事務部局３２４、議会の事務

- 52 - 



部局４名、ここには監査委員事務局兼務１名、総務課からの兼務２名が別におります。教育委員

会事務局５０名、選挙管理委員会事務局１名、これにはこれ以外に総務課から兼務が３名、総合

支所から兼務が４名、兼務が４名と申しますのは、各総合支所から１名ずつの兼務を出しており

ます。監査委員事務局で１名、もう１名は議会事務局からの兼務でございます。農業委員会１名、

さらに農林課から兼務２名を出しております。以上で、実数の方が３８１と兼務が１３名という

ふうになっております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２６号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第２７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２７号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第２８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２８号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第２９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２９号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第３０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第３０号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第３１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第３１号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第３２号、質疑はありませんか。中本議員。３２号です。中本議員。 
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○議員（２０番 中本 博明君）  ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

━━ 

○議長（新山 玄雄君）  その答弁はちょっと難しいと思いますので、条例の審議でございますの

で、お気持ちはわかりますが。荒川議員。 

○議員（５番 荒川 政義君）  質問は削除しとった方がええよ。 

○議長（新山 玄雄君）  条例審議ですから。じゃ、削除ということでよろしゅうございましょう

か。はい、そうさせていただきます。（「進行」と呼ぶ者あり）ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第３２号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第３３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第３３号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第３４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第３４号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第３５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第３５号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第３６号、質疑はありませんか。どうぞ、広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  周防大島町議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例、これについて質問します。 

 今回、それぞれ議長ほか、報酬の引き上げがされております。旧町と比較して、それぞれ比較

で月額でどのぐらいずつ上がったのか、改めてきのう補足説明されましたが、どこの部分で話さ

れたのか、再度聞いときたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  議会議員の報酬の件でございますが、旧町の議会議員の報酬につき
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ましては、４町とも同額でございました。そういうことでございますので、旧町の議長につきま

しては、２５万３,０００円の月額でございました。報酬年額にいたしますと４０３万

７,８８０円でございました。これが新町では２８万２,０００円、４５０万７２０円という条例

制定を行っております。副議長につきましては、２０万３,０００円、３２３万９,８８０円だっ

たものが、新町の条例では２２万６,０００円と年額３６０万６,９６０円となっております。常

任委員長、議会運営委員長は同額でございます。１９万２,０００円、年額３０６万４,３２０円

だったものが、２１万４,０００円と年額３４１万５,４４０円となるものでございます。一般の

議員さんにおきましては、１８万５,０００円で年額２９５万２,６００円であったものが、月額

２０万６,０００円、年額３２８万７,７６０円として条例制定をいたしております。──済みま

せん、失礼いたしました。月額の方は、議長２５万２,０００円に対して２８万２,０００円、副

議長は２０万３,０００円に対して２２万６,０００円、常任委員長と議運の委員長が２１万

２,０００円に対して２１万４,０００円、議員が１８万５,０００円に対して２０万６,０００円

でございます。それで、報酬額等につきましては、先ほど申し上げました報酬年額につきまして

は、期末手当を入れたものを先ほど御報告いたしましたので、ここの条例に制定しております報

酬額、要するに報酬年額とは比較できませんので、御了承いただきたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  それと、私が再度問いときたいのは、こういう報酬決定におい

て、ほんとに住民の皆さん方の意見を聞く場がなく、その専門委員といいますか、そこの中だけ

で議論されたのではないかというふうに見ておるわけですよ。役場の職員さん、助役さんクラス

で、この決定がされたのかな、住民は、仮に入れておられれば、どういう、例えば法定協の中で、

法定協の委員さん方すべて承認した中の範囲なのか、それとも上げるときにどういう状況なのか、

その辺を聞いておきたいと。結局は、あとからしかられるのは議員ということになります。です

から、どれだけ住民の声を聞き取った上で、今回の条例制定がされたのか、そこのところを聞い

ておきたいというのが質問の趣旨です。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  昨日の補足説明でも申し上げましたと思いますが、旧４町の時代に、

大島郡４町合同の特別職報酬等検討会というのを設けまして、ここで検討していただいた結果を

踏まえて、この条例制定に反映したものでございまして、各町から２名ずつの住民の代表に諮問

委員になっていただきまして、８名で協議した結果、それを最大限尊重し、今回の条例制定に至

ったわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 
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○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的に、私は今まで４町足並みをそろえていう中で、余りに

報酬等審議会なったんですかね、旧町では、そういうところでほとんど住民の声が反映されてな

い。ほんとに率直な住民の声がそういう議論の中に反映されたかというたら、余り逆に反映され

てないんじゃないかいうところがあったんで、あえて今回、新しく条例制定するわけですから、

その辺で、今初めて２名ずつというのが入ってもらったということなんですけど、住民がね、や

っぱり実際的な議論の経過は、ほんとにそうなのか、住民の素朴なところがもっと聞きたいとい

う点で質疑をしちょるわけなんですよ。じゃけ、実際としては２名ぐらいじゃ、基本的には不可

能じゃなかったんか、住民の声を聞くのは不可能じゃなかったかという点を言うちょきます。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  旧町の間の報酬等の決定についての御説明がございましたが、この

検討会に諮問をいたしますときの資料を出しておりますが、要するに、大島郡４町の特別職、町

長、助役等の給与、議会議員等の報酬改定の状況は、平成７年度、１９９５年でございますが、

ここで改正を実施して以来、今日まで９年間改定をいたしておりません。そういうことでござい

ますので、報酬審議会というのも開かれてなかったということではなかろうかと思っております。 

 そういうことも踏まえまして、今回の改定案の諮問をし、答申をいただいたところでございま

す。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第３６号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第３７号、質疑はありませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  ページ数で言えば５ページになるわけですが、行政連絡員という

項目がありますが、これはいわゆる自治会長というふうに理解してよろしいですか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  旧４町では、行政連絡員または区長または旧東和町では駐在員とい

うふうな名称がいろいろ違っておりました。それで、一つには、すごくこの件につきましてはわ

かりづらいところがあるんですが、例えば一つには自治会というとこと、自治会というのはどう

いうものかと言いますと、従来その地域で自然発生的にできた自治会、要するにずうっと歴史が

ある自治会ですね。これは自分の地域を自らの手で治めようという自治の会でございまして、こ

れは行政からどうこうしようというものではございませんでした。だから、今までの自治会は今

までのままで、名称はどうあろうとも自治会としてそのままでやっていただきたいと。 
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 ただ、こちらからお願いするものが、駐在員とか行政連絡員とか区長とかいう名称がばらばら

では、お願いする委嘱状を出すにしても、非常に不都合があるということで、今回、統一的な行

政連絡員ということにしたわけでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  じゃ、具体的に聞きますが、旧久賀地区の場合の行政連絡員とい

うのは、自治会長ということで理解していいですか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  旧久賀町では、自治会長が行政連絡員になっておるということを聞

いております。町によっては旧東和町では、例えば今までも町から委嘱している駐在員というの

は、自治会長とは全く別個の方がなっておられたというふうなこともございますので、ここでは、

特に自治会長が必ずしも行政連絡員になるかどうかというのは、それは地域の方からの御推薦と

いうようなこともなっておりますので、必ずしも一致してないということもございますが、旧久

賀町では従来から自治会長が、今度新しい名称で言えば、行政連絡員になっているというふうに

思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  であるならば、今まで旧久賀町の費用弁償条例では、自治会長に

ついても、日額、今までは４,７００円でしたけども、例えば自治会長集会なんかに出れば

４,７００円を費用弁償として支払ってたと。しかし、今回はそれがない。ただ、世帯割は、今

まで１,５００円だったのが２,０００円に上がってますけども、いわゆる日額についてはないと

いうことになってますが、これをなくした理由は何ですか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。要するに、年額報酬を支払う委員さんにつきま

しては、非常勤の委員でございますが、年額報酬を支払う委員につきましては、さらに日額報酬

というのはお支払いすると、要するに二重支給というふうなことも考えられます。日額報酬と年

額報酬とは、併給をしないということで整理をいたしております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  ２条関係、それぞれきちっと人数、それぞれ費用弁償に伴う別

表第１、２条関係の人数、報告を求めちょきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  別表第１の関係でございますが、多数の非常勤の委員の報酬または

費用弁償等を設定しておりますが、これらの委員がすべて今何人ずつおられるかということにつ

きましては、新町でまだ委嘱していない委員も多数あると思いまして、今ここでこの人数をすべ
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てを出すというのは、非常に難しいかと思っております。 

 今、既に任命されておるものにつきましては、御報告いたしたいと思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的にまだ予算審議の前ですから、実際的にわかりにくいん

ですが、やはり後刻報告するちゅうことですが、これは、今から１２月以降の議論になると思う

んですが、実際的には条例の中で人数はきちっと把握しとかんと、確かに言われるように、それ

ぞれ規則やら要綱で何人とするちゅうんが出てくると思うんですよ。じゃが、実際的にここでや

っちょかんと、非常に見えにくいというのが実態なんですよ。 

 ほいじゃけ、きちっと報告してもろうちょかんと、私らも判断するのに、例えばその人数が多

いんか少ないんか含めて議論するようになりますね。そうすると、実際的にはわからんまま議決

するということになりますので、午後でも報告できますか、午後でも、無理。きちっとわかる範

囲で私は報告してほしいわけなんですよ、議会ですから、わかる範囲で、人数がね。じゃけ、そ

れはわからんとこはわからんわけですから、それは率直に報告するんが、私、執行部の仕事やろ

う思いますよ。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  先ほど申し上げましたように、まだ任命されてない審議会委員さん

もたくさんおられます。もう１つは、けさほどの御質問にもありましたが、規則、訓令等で、ま

たは要綱等で設置されとるもんがございまして、この要綱集または規則集ができれば、それの中

で人数も定められているとこが明確になると思いますが、今既に任命されとる委員のことにつき

ましては、調べて報告させていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  ページ数で言いますと４ページなんですが、各委員さんの日額

が出ておるところなんですが、下から３段目、３つ目ですね。宮本常一記念事業策定審議会委員

とありますが、この金額自体の質問ではないんですが、たしかことしの春の旧東和町の予算書に

は記念事業というのはなかったように思うんですが、この事業自体、どうされるおつもりか、ま

た、この委員さん自体の取り扱いはどうされるおつもりかを質問いたします。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩します。 

午前11時32分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時36分再開 

○議長（新山 玄雄君）  引き続き会議を開きます。 

 答弁お願いします。布村教育次長。 
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○教育次長（布村 和男君）  お答えをいたします。 

 記念事業については、継続的に引き続き行っていくということでございます。専門委員、推進

員等が従来より任命をされていたわけですが、これについても、また１０月１日以降、９月の末

で切れておりますので、これから任命をしていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  確認ですが、要するに今まで従来どおりの活動を続けていくと

いうような理解でよろしいですか。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  仰せのとおりで継続していきたいというふうに考えております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第３７号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第３８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第３８号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第３９号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  周防大島町特別職報酬等審議会設置条例についてでよろしいで

すか。質疑をします。 

 これが、先ほどから出ちょるいわゆる町長その他いろいろ、５人ですが、この５人が、それぞ

れほんとに５人で町民の皆さん方の声を吸収できるかどうか、非常に疑念があります。いうのが、

実際的に５人ならば、どうしても私はなれ合いになってしまう。執行部が出された内容が非常に

そのままなってしまうという可能性がある。これは、私はもっと数をふやさんと、周防大島町と

しての審議、いわゆる特別職等の報酬を審議するにふさわしい人数とはとてもじゃないが言えな

いというふうに考えております。あくまでこれは５人にこだわっていくのかどうなのか、聞いち

ょきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務課長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。５名として条例制定いたしておりますが、その

人数の多寡、多いか少ないかによって、その答申がどうこうあるというふうには思っておりませ

ん。 
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○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  答申の方向がどうなるかという点では、私はこういう例えば重

要な特別職の報酬を審議するわけでしょ、その審議会でしょ。例えば特別職といったらいろんな

特別職がおられますね。その中で、言うなれば、報酬を議論するわけですよ。私は旧町なら、そ

れぞれ対象人数がそれぞれあったとしても、まかなえるかもわかりませんが、実際的には２万何

ぼの町の中でかなり意見の反映という点では、私は不十分にならざるを得んというふうに見てお

ります。これはやっぱり新しい町にふさわしい人数という点で見れば、５人は非常に意見の反映

が難しいという点だけ言うちょきます。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁要りませんか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第３９号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第４０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４０号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第４１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４１号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第４２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４２号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第４３号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  周防大島町の一般職の職員の給与に関する条例について質疑を

します。 

 まず、職員の職務、３条の３関係、職務の内容については町長が定めるということで、これも

基準等が出されておると思います。職員のいわゆる実際的には等級表が別表で出ております。そ

れぞれ実際的に等級表に基づき、どういう立場、例えば６、７、８、９はどういうところを行う

とか、いう格好で、既にでき上がっとると思います。これに基づき初任給が決まり、実際的に

８等級にふさわしい職とはという格好でできちょると思います。まずそこできちっと報告してい
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ただきたい。 

 それとあわせて、今回発令について、１０月１日専決されたわけなんですが、等級の異動、

８から９とか、７から８とか、７から６はないと思いますが、そういう移動数は、今回専決処分

した中で、何人おられるのか、まず聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  一般職の給与条例について御質問でございますが、一般職の給与条

例の中で、規則に委任されていますものについての御質問でございました。行政職給料表の級別

標準職務表、要するに級に対して職務がどういうものかということの御質問であったと思ってお

ります。 

 まず１級につきましては、主事補または技師補の職務、２級につきましては、主事、技師の職

務、３級につきましては、主任主事、主任技師の職務、４級につきましては、主任の職務、５級

につきましては、主査の職務、６級につきましては主幹の職務、７級につきましては課長の職務

またはこれに相当する職務と、相当困難な職なる主幹の職務、８級につきましては、困難な職に

ある課長の職務またはこれに相当する職務、２といたしまして、特に困難な職にある主幹の職務、

９級といたしまして、部長、議会事務局長、教育次長の職務、また特に困難な職にある課長の職

務またはこれに相当する職務というふうに、１級から９級までの標準職務表を定めております。 

 それで、後の質問でございますが、今回８級から９級になった職員の数でございますが、９級

には今申し上げましたように部長、議会事務局長、教育次長の職務または特に困難な課長の職務、

要するに部長級の課長ということでございまして、１２名の上級の職員が出ておりますので、

９級になったのは１２名ということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  各等級ごとの実際的に人数は把握しておられるかどうか聞いて

おきたいと、等級ごとですね。それと、４条の関係で、これ、皆予算で定めるという内容になる

と思うんですよ。例えば、職員とかその関係においては、通常予算で定める範囲ということにな

ると思いますが、もう１点は、いわゆる昇給の基準の関係、４条に入ります。４条の２の範囲で、

例えば４条の３は特別昇給にかかわる部分なんですが、これを読むと、実際的には２プラス１で、

現状と合わせて一気に３上がることがあるのかないのか、実際的にですね。それと、いわゆる昇

給の基準的なものはつくっているのか、ないのか。それでないと、意図的採用に、意図的運用に

ならざるを得んということで、町長がきちっと定めちょるかどうなのか、そこのところを聞いと

きたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。昇給の基準でございます。４条の中の項目でご
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ざいますが、要するに昇給の基準につきましては、ここに定めてあるとおりでございまして、さ

らに規則に委任されておりますが、周防大島町一般職の職員の初任給昇格、昇給等の基準に関す

る規則によって、この給与条例と規則によって定めておるものでございます。 

 それで、各級別の職員数につきましては、今現在、把握いたしておりません。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  私が押さえちょきたいのは、基本的には昇給の関係なんですよ、

昇給の関係。実際的に上限２号俸ですか、定昇と合わせたら３号になりゃせんかちゅう表現にと

れるわけですよ。その辺がどうなのかと。一気に３つ上がることがあるのか、いわゆる通常分

１プラス２という考え方なのか、それともあくまで１プラス１と、特昇はあくまで１よという関

係なのか。その辺を運用上聞いちょきたいんと、もう１つは、他の部局、当然、他の部局と相談

されると思います。町長部局、教育委員会部局そのほか議会事務局部局、いろんな部局で相談さ

れると思いますが、昇給のいわゆる基準ですね、いうなれば、私は乱用を避けるという意味で聞

きよると、その点で答弁を求めちょるわけなんですよ。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。 

 第４条の昇給の基準の第３号ですか、前項の規定にかかわらず、要するに１２カ月を良好な成

績で勤務したときに１号上がるという条項でございますが、それにかかわらず、同号規定する期

間をまたは短縮し、もしくは現に受けている号級より２号級以上上位の号級に昇格させ、または

そのいずれもあわせて行うことができるということの内容でございますが、当然、定期昇給を想

定しているものではございません。特別昇給のことでございます。 

 それで、規則の方で特別昇給の取り扱いについては、事細かに制定をいたしておりますので、

これによって運用することといたしております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  通勤手当についてお伺いしますが、第１０条ですけども、第

１０条の１項に該当する職員がおるかどうか、お伺いします。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  お答えいたします。 

 通勤手当第１０条でございますが、通勤手当は次に掲げる職員に支給するということで、第

１号で通勤のため交通機関または有料道路を利用し、その運賃または料金を負担することを常例

とする職員ということですね。今、有料道路を利用して通勤しておる職員はおりません。また、

交通機関ということになりますと、バスまたは船舶と思いますが、こういう職員もいないと思っ

ております。 
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○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  思っているじゃいけん、そりゃ。おるんかどうか、はっきり。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  １０条第１項第１号に該当する職員はいないということでございま

す。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４３号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第４４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４４号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第４５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４５号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第４６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４６号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第４７号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  周防大島町財政状況作成及び公表に関する条例について質問し

ます。 

 この条例は、既に新町発足時に旧町の決算、これは一日も早い時期に本来ならされるべきとい

うふうに考えておりますが、今回の場合、いつにきちっと議会に報告するのが妥当だというふう

に考えておるのか、決算について。また、そのときをどのようにとらえちょるのか、ちょっと非

常にわかりにくいということで聞いちょきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  財政状況の作成及び公表に関する条例の運用のことだと思っており

ますが、今、議員さんの御質問は、要するに９月末で打ち切り決算をした決算の公表をいつにす

るのかということであろうと思っておりますが、まだ監査委員さんも任命されておりませんので、
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監査委員さんが任命されて後、監査に付して、その後に議会にも報告し、認定を受けると。その

後日に公表するということになろうかと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４７号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第４８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４８号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第４９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４９号の質疑を終了し

ます。（発言する者あり）もう少しゆっくり言いましょう。 

 ４９号質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第４９号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第５０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第５０号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第５１号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  今回、周防大島町国民健康保険条例の部分が条例化されており

ます。この中で、基本的にはそれぞれが決まると。いわゆる法定協の議論を通じて示された内容

が、出てきたというふうに見ております。ほいで、実際的に非常に出しにくいと。いわゆるサー

ビスは高い方に合わせ、負担は低い方に合わせる１つの項目です。その点で、実際的に旧各町ご

とでどういう状況なのか、報告を求めたい。旧町と新しい周防大島町の関係で、実際的に、今ま

だ推定の段階ですが、比較、１４年度実績しかないと思いますから、１４年度決算実績でいいか

ら。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  国民健康保険税条例でございますが、国民健康保険税条例の資産割、
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所得割、平等割、均等割ですか、これらの率のまたは金額のことについてのお尋ねと思いますが、

今現在の現況は、各町で非常にまちまちの税率となっておりました。例えば旧町の４つの課税客

体から構成されておりますので、まず、旧久賀町での均等割は２万１,５００円、平等割は２万

２,０００円、資産割は４０％、所得割は６.５％でした。旧大島町は、均等割１万８,０００円、

平等割は１万９,５００円、資産割は３８％、所得割は６.４％でございました。旧東和町では、

均等割１万７,４００円、平等割１万８,３００円、資産割３７％、所得割６.３％、旧橘町では、

均等割は２万円、平等割は２万１,０００円、資産割１０％、所得割６.４％が、医療費分の国民

健康保険税の税率といわれるものでございました。これが、新町では、まず医療費分の均等割が

１万７,４００円、平等割が１万８,３００円、資産割が２３％、所得割が６.５％という調整に

なっております。 

 さらに、介護納付金の率も、各町若干ずれがありましたが、これも、ここには余り大きなずれ

はなかったんですが、これらも調整し、新町では介護納付金課税被保険者に係る所得割が

０.９％、資産割が１０％、均等割が５,７００円、平等割が５,５００円として調整をいたした

ものでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  法定協の委員さん方は皆しっかり議論されて中身もわかってお

られるから、私たち法定協に出てない議員としては、非常にわかりにくい部分であります、実際

的に。ほいじゃ、住民が何を聞くかっていったら、実際的に旧町との比較を聞かれるわけですよ

ね。全体として、例えば１世帯当たりどのぐらい下がったとか、１世帯当たりどのぐらい、上が

ったはないですが、いう状況なんですが、それが比較できるとしたら、１４年度決算と基本的に

は、正しくはないかもわからんが、新しい町での実際的な納付額、そこでの比較しかできんわけ

ですよ。 

 しかし、ほんとに住民は、１世帯当たりがどんだけ変わった、こんだけちゅう範囲なんです。

やはりその辺はそれで報告できんと、全体として、例えば旧町ではと言われても、非常にわかり

にくいという部分があるんで、あえて全体としてではなしに、各町民からしたらどのくら

い、──各町民っていうたら言いにくいんですが、実際的にはどのぐらい上がった、下がったと

か、年額でいいですから、その辺がコンパクトにまとめた表が出れば、それをきちっと報告でき

るというふうに思いますので、ぜひお願いしときたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  税務課長。 

○税務課長（橋本 澄夫君）  国保税につきましては、いろいろ比較の表がつくってございますが、

議員さん今おっしゃられましたように、例えば一例を挙げまして、夫婦２人で所得が１００万円、

固定資産税が５万円かかっておる場合の比較表ということでございますが、これは旧久賀町にお
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きましては、合計国保税、医療分、介護分ございますけども、合計で旧久賀町においては１５万

６,０５０円のところが１３万５,６８０円、新町でございます。２万３７０円の減でございます。

旧大島町におきましては、同様にマイナス７,７００円、旧東和町におきましては５,６５０のマ

イナス、旧橘町におきましては、固定資産税の資産割の関係で３７０円の増ということになって

おります。もし御要望であれば、この表は後日またお配りしたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第５１号の質疑を終了し

ます。 

 休憩いたします。午後の１時まで休憩をいたします。 

午後０時01分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時06分再開 

○議長（新山 玄雄君）  再開をいたします。 

 続きまして、条例第５２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第５２号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第５３号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  今回、５３号周防大島町手数料徴収条例について、これも法定

協で確認された事項で、５３号ですね、各値上げ部分、旧町からの値上げ部分についてはないと

いうふうに理解してよろしいか、確認しときたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  特に値上げをした部分はございません。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第５３号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第５４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第５４号の質疑を終了し

ます。 
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 続きまして、条例第５５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第５５号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第５６号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  １６番、広田です。この件では、聞いときたいのは、いわゆる

各旧町ごとからの周防大島町への繰り入れ状況について、この条例を専決した上で、周防大島町

の基金にそれぞれ繰り入れたというのが、今の状況ではないかというふうに思うとるんですが、

今、それぞれこの条例に基づき各町から繰り入れた金額について、まず報告を求めておきたいと

いうふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  各４町から周防大島町に引き継ぎました基金の状況ということで御

質問でございますけども、財政調整基金につきまして、今決算書調製中でございますから、決算

見込みということで御理解いただきたいと思いますけども、まず財政調製基金につきまして、旧

久賀町分が２,４５４万２,０００円、旧大島町分２億７,８４３万４,０００円、旧東和町分２億

７,７７２万５,０００円、旧橘町分が２億９,３１３万６,０００円、合わせて８億７,３８３万

９,０００円が現在の基金高になっております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第５６号、質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第５７号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  この条例設置に基づき、財調と同じように減債の繰り入れ状況、

新しい周防大島町への繰り入れ状況について報告を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  減債基金でございますけれども、旧久賀町分６,４３５万

２,０００円、旧大島町分が６,５３９万円、旧東和町分１億４,８８６万円、旧橘町分が１億

７,６１０万４,０００円、合わせて４億５,４７０万７,０００円となっております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第５７号の質疑を終了し

ます。 
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 続きまして、条例第５８号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これは、ことしに入られて文化交流施設基金条例に変更された

部分かというふうに思いますが、実際的にこれに伴う周防大島町への繰り入れ状況、報告を求め

ておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  ４億１,４５２万１,０００円ほど引き継いでおります。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  東和庁舎については、幾ら基金を積み立てて、いつごろから工事

を始めるのか、その辺がわかればよろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  今、奈良元課長が申し上げましたように、交流センターと一緒の基

金としてから積み立てられて、旧東和町ではおりますが、４億１,０００万円余りというところ

でございます。東和庁舎と文化交流センターと一緒で４億１,０００万円ということでございま

す。それで、東和庁舎の着工の時期でございますが、旧東和町で既に設計コンペについては発注

をされておりました。それで、合併の日以降、１０月１０日までにそのコンペの提案がなされる

ことになっておりまして、そこでコンサルタントの業者の決定までは、今行っております。 

 それで、旧東和町では、既に旧東和町の時代に基本設計の予算まで計上されておりました。そ

れは、今現在の暫定予算には乗っておりませんが、１２月の定例会での本予算には、旧東和町か

ら引き継いだ予算を当然乗せるということになりますので、基本設計の予算を計上し、１６年度

に基本設計を行いたいというふうに思っております。 

 ただ、基本設計を行った後の実際の実施のことにつきましては、まだ今まで町長さんも決まっ

ておりませんでしたし、議会もこのたび初めてでございますので、今からよく議会とも相談しな

がら、その実施時期については詰めていきたいというふうに思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第５８号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第５９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第５９号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第６０号、質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第６０号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第６１号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これも同様に、周防大島町振興基金条例に基づく旧各町からの

受け入れ状況について報告を求めておきます。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  旧久賀町分が８５２万９,０００円、旧大島町分８,１８８万

７,０００円、旧東和町分４,１８７万６,０００円、旧橘町分１億９,４４４万円、合わせて３億

２,６８３万３,０００円でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第６１号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第６２号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  この項目についても、同様に受け入れ状況について報告を求め

ます。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  国民健康保険基金でございますけれども、久賀町分２,０２０万

８,０００円、大島町分１,８１４万３,０００円、東和町分４,９９８万９,０００円、橘町分が

１,２８９万円、合わせて１億１２３万１,０００円となっております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第６２号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第６３号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  この件につきましても、同様にこの条例に基づき、既に執行し

た状況について、報告を求めておきます。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  介護給付費の準備基金でございますけれども、周防大島広域連合か

ら８,５８２万８,０００円、周防大島町に引き継ぎまして、介護保険特別会計の方に繰り出して

おります。 
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○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第６３号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第６４号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  この項についても、質問しちょきたいというふうに思います。

お願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  ふるさと創生基金でございますけれども、旧久賀町分４３３万

８,０００円、旧大島町分１,２０７万２,０００円、旧橘町分が２億９,２３５万２,０００円、

合わせて３億８７６万３,０００円でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第６４号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第６５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第６５号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第６６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第６６号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第６７号、質疑はありませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  斎場については、どこにつくられるのか、建設場所を教えてくだ

さい。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  斎場建設基金でございますけど、旧大島町で基金積み立てをしてき

たわけですけれども、この建設予定地は、大字の小松と東三蒲の境、大規模農道沿いを想定して

おります。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  今、なぜ聞いたかということですが、旧東和町にも斎場は今使わ

- 70 - 



れてないように理解しとるんですが、こっちの方については、建設の予定はないんですか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  東和町の斎場につきましては、既に旧東和町、旧橘町のときに協定

を結びまして、橘町の斎場を共同利用するということにいたしておりまして、既に旧町の段階で

運用をいたしておりますので、今のところ、東和町に斎場を設けるということにはなっておりま

せん。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第６７号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第６８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第６８号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第６９号、質疑はありませんか。魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  奨学金条例について、お伺いいたします。 

 まず第５条ですが、高校生の生徒に対して月額６,０００円という貸し付けを行うということ

でございますが、これは旧東和町の利用者、御事情をかなりの方は御存じと思いますが、要する

に町内に高校がございません。町外の高校へすべて通うわけでございます。自宅通学にしろ、下

宿にしろ、寮にしろ、すべて町外の高校へということでございましたので、金額的な面もこの条

例に載っております６,０００円よりはるかに高額でございました。そして、利用者にとっては

大変重宝な額でございました。 

 そういう点を考えますと、利用状況といいますか、利用内容は、恐らく通学費あるいは生活費

の一部に充てるということが大部分だったと思いますが、そういう状況を考えますと、この月額

６,０００円という高校生に対する貸与といいますか、貸し付けですが、この金額がかなり下が

っておるわけですね、今までの状況から比べると。それをどのようにお考えでこの金額を設定さ

れたのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  お答えします。 

 今出ております条例につきましては、旧久賀町分の条例をあそこには載せております。といい

ますのも、現在、旧久賀町の貸付人が５名おりますので、そのまま大学なり高校を卒業するまで

継続して貸し付けを行うというために、旧久賀町分の条例をそこに残しております。 
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 先ほど御質問のありました旧東和町の高校生全員に１万円ほどの補助金か何かを出しておられ

たことだろうと思いますが、これにつきましては、平成１７年度からは、大島郡でたくさんの高

校生がおりますので、それに全員一律に１万円渡すとなると、高額なものになりますので、一応

廃止をしていこうというふうな案で、今進んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  私が質問したのは、その１万円を高校生に対して通学費として

補助したというようなことではありません。あくまでも奨学金の貸与額の話です。恐らくと思い

ますが、調べられたらわかると思うんですが、月額３万円だったと思いますよ、旧東和町の高校

生に対する奨学金の貸与額。 

 要するに、先ほど申し上げましたが、町内には通学する町内にはございません、高校は、対象

の学校はございませんので、町外に、要するにバス、自転車、それから一部高校ではバイクも認

められておりましたが、当時。たしか１０年ぐらい前だったと思うんですが、金額を上げまして

３万円という額を設定して、それ以来その額だと思います。利用者もその額で重宝しておったと

いうような現状がございます。要するに周防大島町、旧東和町もこの条例にひっかかってくると

思いますので、６,０００円という額をどのような検討で、あるいは話し合いで設定をされたの

かということをお聞きしたわけです。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  お答えします。 

 先ほど言いましたように、今載っております条例は、旧久賀町のものを久賀町に当てはめた、

奨学金を渡してる子供に対して継続していくということでございます。そして、今議員さんが仰

せの旧東和町の奨学金については、現在１０名ほど月に３万円で支給されております。これにつ

いても、平成１８年度まで継続があるわけですが、それは引き続き奨学金を支給していきたいと

いうふうに考えております。来年度から奨学金をどうするかということについては、奨学金運営

審議会が先ほどの条例の中にありましたが、その中でこれから練ってやっていきたいというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  じゃ、もう１回確認しますが、この条例に月額６,０００円と

いう金額が設定をされておっても、その審議会の中で一応審議をされ、その額を、また改正案と

してこの条例にまた戻してくるというような考え方でよろしいですか。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 
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○教育次長（布村 和男君）  そのとおりでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第６９号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第７０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第７０号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第７１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第７１号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第７２号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これも、今提案した中、今専決して提案されとるのに聞くのは

御無礼ですが、いつごろをめどにこの条例をきちっと整理していく予定なのか。例えば今の条例

では、４町それぞれ料金形態が違います。それをいつごろをめどに、例えば本来の合併後のスタ

イルにしていくのか、聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  お答えをいたします。 

 それぞれの各町の旧町の事情がありまして、それぞれの施設の利用料は違うわけですが、当分

の間はこれでいこうということで、今話を進めておりますが、今仰せのとおり、いずれはそうい

った統一をしなければならないということ。そして、講座等の方が使う使用料及び冷暖房料につ

いても、それぞれの施設でまちまちがあるわけです。そういったことも一緒にしてはどうかとい

うことで、今、教育委員会サイドで事業の事務の調整を行っている段階でございます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第７２号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第７３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第７３号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第７４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第７４号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第７５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第７５号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第７６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第７６号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第７７号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  この項も職員を有効に使うという点から、司書の配置があると

いうふうに考えております。それぞれ図書館ごとに司書の配置状況、実際上、専決した後、

１０月１日に発令しておりますが、実際的にはどういう状況なのか、まず報告を求めたいという

ふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  各館に司書を１名及び正職の職員を１名つけて、常時２名の体制で

行っております。以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第７７号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第７８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第７８号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第７９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

- 74 - 



○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第７９号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第８０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第８０号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第８１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第８１号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第８２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第８２号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第８３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第８３号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第８４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第８４号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第８５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第８５号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第８６号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  周防大島町青少年問題連絡協議会設置条例について質問します。 

 ここでいう３条、組織及び会議についてですが、１５人とする、いわゆる基礎数について、何

を基準にされたのか、質問しときたというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  お答えをいたします。 
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 基準というものは、ちょっと私も聞いておりませんので、答弁に困るわけですが、１５人ぐら

いでよかろうというところじゃ……しか答弁できません。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  基準がないこう条例をつくっていくわけじゃけ、大した条例に

なると思いますが、基本的にはこういった条例の中で、例えば何人が妥当かという条例設置をす

る場合に、例えば人数をやっぱりある程度根拠を持って、私は条例はつくられてきたというふう

に思うちょるわけで、それぞれが新たに条例をつくるわけなんですよ。そうしたときに、その青

少年問題、ここで言う目的にふさわしい──ちょっと読み上げます「地方青少年問題協議会法

１条の規定に基づき、周防大島町青少年問題協議会を置く。２、協議会の所掌事務及び意見の具

申については、第２条に規定するところ」ということで、それぞれ法に基づいてそれぞれ新しい

町が条例を設置されたというふうに考えております。ほいで、基準もなしに例えば適当な数で人

数設定をすれば、どういうことになるのかという点があります。危惧しております。 

 言いますのが、その方法が仮に青少年問題を本気で考えていくのなら、やっぱりある程度、い

わゆる要員といいますか、配置についても一定程度周防大島町をきちっと網羅する、全体を把握

する、それをもとに基礎人数がはじかれたというふうに、私は条例をつくるとき思うちょるわけ

ですよ。ほいじゃけ、何らかの根拠があるんじゃなかろうかというふうに思うわけですよ。その

辺が根拠はないちゅうなら、こんな条例要りませんよ、はっきり言うて。ほんとに必要ないんな

ら、新たに条例要りませんよ。やっぱり私はそれなりに新しい町にふさわしい条例設置というこ

とでつくられたんじゃないかというふう思うておりますので、その辺に見解はないということに

なれば、質疑のしようがないと。そんな条例ならいりません、はっきり言うて、そういうことで

す。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁…… 

○議員（１６番 広田 清晴君）  基準なしということなら、それでいいです。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  基準なしということで考えちょるんじゃね。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩します。 

午後１時34分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時50分再開 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  先ほどの条例につきましては、旧４町でそれぞれあったわけです、

同じ条例がですね。その条例の中には、２０名以内ということでなっておりました。しかし、実
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際は、各町とも１５名程度の任命であったということで、事務部会で調整の中で、１５名ぐらい

でよかろうと、ということで１５名ということにいたしました。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  いろんな考え方があります。しかし、それぞれの町で１５名で

網羅しちょったわけでしょ、青少年問題をそれぞれが。そういうときに、例えば橘も十四、五名

で網羅しちょったわけです、その町を。ほいで、東和も十四、五名で網羅しちょった。少なくと

もそれぞれ累計したら四十四、五名の人がその大島郡全体を網羅しちょったわけよ。そういう中

で、周防大島町が１５名で網羅できるかどうなのかいうことなんですよ。じゃけ、そこはやっぱ

り一定程度、例えばその町で１５名だったと、しかし４つが１つになって、ほいじゃ、実質的に

青少年問題がその１５名で網羅できるかどうかちゅう根拠を聞きよるわけなんですよ。本当にそ

れまで４０数名で一つの島をやりよったんが、そこをやっぱり事務部会で結果として１５名でえ

えという結論になったら、それはそれしかないかもわからんが、ほんとはやっぱりきちっと、ほ

いじゃ青少年問題をどれだけで、枠でやっていくんかというのは、自信をもって協議をされたと

思いますよ。その辺の答弁を求めちょるわけですよ、実際的に。ほんとに島全体で考えて、

１５名で足るんかどうなんかを含めて、根拠を聞いたということを明確にしちょきたいというふ

うに思います。 

 以上です。今の点での質問を終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに、中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  １５名はええとして、１５名をどういう人を選んでいくのか。

例を挙げれば、警察の地区委員というようなんでも、問題のある人は選ばれちょるんですよね。

これ、青少年の育成協議会じゃから、どういう人を選んでいくのかをお尋ねします。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  先ほどの広田議員さんと関連いたしますが、１５名ということで、

大島郡広いわけですから、特にそういうふうになりますと、洗練された人といいますか、いろん

な識見のある方を選ぶということが必要になろうかと思います。大島郡の中にはそういった方は

たくさんおりますので、広い分野からいろいろ眺めて、そういった人格の適切な人を選んでいき

たいというふうに考えております。以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第８６号の質疑を終了し

ます。 
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 続きまして、条例第８７号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  この点でも、それぞれの町が実際振興課というのをつくって、

スポーツ振興課というのをつくって、それぞれが独立してやった町もあれば、実際的には条例設

置に至らんところもあったかもわかりません。それにしても、こうした例えば周防大島町全体を

網羅するスポーツ振興協議会、これが１０人で本当に成り立っていくのかどうなのか。 

 やっぱり私は、一つ一つ根拠を聞いちょきたいというふうに思うわけですよ、大事なことなん

ですよ。じゃけ、私は、ほいじゃ、新しい周防大島町が１０人で賄えるんかどうなのか。ただ単

にその町が１０人でやりよったけえちゅうんじゃ、私は答弁にならんのじゃないかというふうに

思うちょる。改めて答弁を求めます。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  お答えをいたします。 

 今載っております条例は、大島町の条例を引き継いで載せたということでありますが、今おっ

しゃったとおり１０名で本当に足りるのかどうなのかということについては、やはり考える余地

があるんじゃないかというふうに思っております。 

 今からいろいろ教育委員会の中ですり合わせをやっていきますので、今の御意見等を踏まえて、

また考えていきたいというふうに思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第８７号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第８８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第８８号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第８９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第８９号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第９０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第９０号の質疑を終了し

ます。 
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 続きまして、条例第９１号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これは、西方にあるしらき野活センターということなんでしょ

うが、実際的にはこの流れからいくと、全町民同じ要件で使用できるということでなったという

ふうに思いますが、実際的には、例えば私たちは質問しようにも、必要な事項は教育委員会規則

で定めるということになっちょるんで、実際的には非常に運用方がわかりにくいということなん

ですよ。例えばこの条例で設置されますね、それで実際的には管理等が、これは財政的には予算

の上で出てきます。財源的にはね。ほいじゃがやっぱり一つ一つ見てみれば非常にわかりにくい

内容なんです。じゃけ、そん中で、実際的には旧東和町で使いよった部分を周防大島町全員が同

じ方式で使うよというとらえ方ということで、今から先も、それぞれの町にあった部分、とりわ

けこういうセンター設置要綱なんかは、そういう中で見ておけばよろしいのかどうなのか。それ

ぞれの町にそれぞれあって、それぞれ条例をつくっちょるわけですよ。じゃけ、同じように変え

ずに来ちょりますよという見解でいいのかどうなのか、あわせて聞いておきたいというふうに思

います。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  広田議員さんがおっしゃるとおりでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第９１号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第９２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第９２号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第９３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第９３号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第９４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第９４号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第９５号、質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第９５号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第９６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第９６号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第９７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第９７号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第９８号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  この件は、基本的には東和町の部分がベースになってつくられ

たということでよろしいんですか。旧大島町、どこかちょっと明確にしちょってほしい。既に教

育については各町それぞれあったのかどうかを含めて答弁を求めたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  この災害弔慰金の支給等に関する条例につきましては、災害弔

慰金の支給等に関する法律に基づきまして、旧４町すべてに設置をしております。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第９８号の質疑を終了し

ます。 

 続きまして、条例第９９号、質疑はありませんか。中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  旧４町にあるこの保育所施設、将来的に民間にやらすようにす

るのか、このまま引き続きずっとやっていくのか、それで、園児と民間でやるのと町でこのまま

やるのと、どっちが財政的にいいのか。私から考えると、払い下げる方がいいんじゃないかと。

どっちがどうなのか、ひとつ御答弁お願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  町立保育所の件につきましてお答えします。 

 現在、設置しております公立保育所、周防大島町になりましても年間１００名程度しか子供さ

んが誕生してないということで、大変運営も厳しくなっております。また、入所者も少なくなっ

ているというのが現状であります。私立におきましても、当然入園者、減ってきております。こ
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れ、公立を私立へ払い下げというか、そういうことということですが、当面は公立で、そのまま

で運営していきたいというふうに思っております。財政的にもそれに少ない入園者に対して、そ

れぞれの職員が対応しなければならない。設置をしなければならないということで、人件費の部

分が大変公立では多くなってくると思っております。 

 その点につきましても、これから本当に公立でやっていくのがよいのか、私立の方も少なくな

っているので、私立の方へ入園者を回していった方がいいのか、そういうふうにつきましては、

これから検討していきたいというふうに思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  これだけ大きい町になると、我々町会議員でも財政的にいつ苦

しゅうなったんか、保育所に限らず、例えば余り、今保育所のことで聞きよるんで、保育所で人

件費が足を引っ張るようなことがあれば、即そこらで対応するべきじゃないんかと思うんです。

赤字が膨大になってから払い下げでなしに、これは赤字になりつつあるぞというとこで考えてほ

しいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁いいですか、答弁は。 

○議員（２０番 中本 博明君）  要ります。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  保育所につきましては、公立保育所につきましては、現在補助

金がカットされまして、一般財源化されております。私立保育所につきましても、来年度から一

般財源化というふうな方針が出ております。それらにつきまして、やはりどちらが、私立がいい

のか公立がいいのかということで、財政的にも大変厳しい状況でありますので、総合的に勘案し

て、これから検討していきたいと思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これも私は見解が違いますから、別に質疑の範囲は超えないつ

もりですが、それぞれ久美保育所から始まり４カ所の保育所なんですが、実際、１０月１日時点

で何人の保育を、３歳未満児、３歳以上児で、実態としてまず報告を求めておきたいというふう

に思います。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  現在資料を持っておりませんので、また、後ほどお答えします。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第９９号の質疑を終了し

ます。 
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 続きまして、条例第１００号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これも規則の部分に入ると思うんですが、周防大島町保育の実

施に関する条例で、実際的には規則で保育料を定めているんじゃないかというふうに思います。

その点では、３歳未満児、以上児、２子目それぞれ報告を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  保育料の件につきましては、先ほども申し上げましたように、

現在、子供の数が少ないということで、これからどんどん少子化対策を進めていかなければなら

ないということで、とりあえず１６年度は、現行の保育料で進めていくということで、それと、

１７年度からは各旧４町の各階層ごと最低額で保育料を徴収するということで、調整が決まって

おります。 

 調整金額につきましては、３歳未満の場合の第１階層が無料、第２階層が４,７００円、第

３階層が１万３,６５０円、第４階層が２万１,０００円、第５階層が３万１,１５０円、第６階

層が３万７,０００円、第７階層が４万７,０００円、３歳以上児の場合が、第１階層０円、第

２階層３,０００円、第３階層１万１,５５０円、第４階層１万８,９００円、第５階層２万

９,０００円、第６階層３万４,８００円、第７階層３万７,５００円、以上のように決定してお

ります。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  基本的には今３歳未満、以上児について報告があったわけなん

ですが、全体なべて負担調整率は７割を下がるというふうに見ちょってよろしいですか。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  保育料につきまして、国の基準額から言いましても、約７割程

度いうふうなことで決定しております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  実は、保育料については、旧久賀町において、よその町もそうか

もわかりませんが、滞納が非常に最近多くなっているということで、ひとつお聞きしたいんです

が、保育の申し込みについては、年度末に翌年度の申し込みをして、入園できるかどうかという

審査があると思うんですが、その場合に、これ、３条関係に関係すると思うんですが、やはり前

年度に保育料の滞納があれば、翌年度は保育についてはそれをどうするかというのは、考慮に入

れるべきだというふうに考えますんで、３条関係で、これはぜひ今後考えていってほしいという

ふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  保育料の徴収につきまして、滞納額が大変多くなっているとい
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うことで、そのとおりであります。現在、保育料の徴収につきましては、口座振替とか保育所が

徴収するとか、そういうふうになっております。今後は、保育所での徴収ということを、また考

えていきたいということを思っております。保育の申し込みにつきましても、そのときに滞納者

につきましては、やはり納付勧奨をしていくというようなことで、納付に努めていきたいという

ふうに思っております。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  はい、了解。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１００号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１０１号、質疑はありませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  ここの向津原の児童公園については、地元からフェンスを高くし

てくれとか、要望が出とると思うんですが、これについて、今後どのように考えていっておりま

すか。 

○議長（新山 玄雄君）  質問の内容が、条例の審議ですから、一応答弁していただきますが、ち

ょっと。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  大変申しわけないですけど、私も、今まででしたこういう質問は

いたしません。ですが、先ほどから聞いてみますと、かなり関連をして議題から離れた部分で質

問されてるんで、僕もこの程度はいいかなと思って質問しました。その辺ははっきり議長さんが、

いや、それはもう関連質問だよと、議題から離れてるよということであれば、それをきちんとさ

れるんであれば、僕は質問しません。 

○議長（新山 玄雄君）  なるべく、大事なことですので、拾い上げていこうと思いますが、とき

おり整理をさせていただきます。 

 答弁お願いします。馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  向津原児童公園につきましては、フェンスを高くしてくれと。

子供が遊んでボールが飛び込んでくるとか、そういうことで要望は来ております。これらにつき

ましても、新年度で検討していきたいというふうに思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１０１号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１０２号、質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１０２号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１０３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１０３号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１０４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１０４号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１０５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１０５号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１０６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１０６号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１０７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１０７号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１０８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１０８号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１０９号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これ、ちょっと聞いておきたいのは、いわゆる町立老人憩いの

家条例、それぞれそのときどき、補助事業でつくっていった、言うたら老人憩いの家であろうか

というふうに思います。実際的には、旧大島町にもそれぞれ老人憩いの家がありますが、それぞ

れ例えば町が見る場合、見ない場合、違いがあるし、実際的にですね。ほいで、ここで条例を設
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置して新たないろんな取り決めをしておりますが、そこの違い、条例を設置した場合と条例を設

置しないで運用している場合、それぞれ中身が違うと思うんですよ。その辺の解釈についてまず

聞きたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  町立老人憩いの家につきましては、旧橘町に設置しておりまし

た。これは町立の施設ということで条例設置されております。各ほかの旧３町にもいろいろ老人

憩いの家とかいう名称で言われていると思いますが、条例で設置しない限りは老人憩いの家では

ないということで、通称というふうな感じだろうと思います。内容につきましては、老人の憩い

ということですから、使用につきましては、この条例と同じような考えだろうと思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  基本的には、例えば町立老人憩いの家条例で設置して運営する

ところ、通称、過去いわゆる補助事業でつくった老人憩いの家、それぞれ運用についてはばらば

らと、使用料についてもばらばらというふうに見えますね、この条例を見る限りにおいては。そ

うすると、例えば有利な方に合わせるということで、将来的にはそういう統一も考えられる、有

利な方向での統一という方向も、今条例設置されとるわけなんですが、ここで言う規則はわから

んのです、ちょっとわかりにくいんです、実際、必要な事項は町長が別に定めるということで、

私ども手元にないんで、非常にわかりにくいんですが、有利な方向に合わせるという格好で理解

しとってよろしいのかどうなのか、この辺も確認しときたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  周防大島町立老人憩いの家条例でございますが、旧町４町とも実質

的には老人憩いの家というふうな形のものはたくさんあったんだろうと思っております。それを

例えば事業主体を地区にして、それに対して補助金を出した形で設置したところと、このように

町が事業主体となって設置したとこということがある差ではないかと思っております。これは、

先ほど馬野部長から説明がありましたように、旧橘町の老人憩いの家は旧橘町が事業主体となっ

て整備したものがこの条例に載せてございます。 

 それで、日良居老人憩いの家というのがありますが、これが実質的な町の管理でございまして、

その下の長天というところから一番下の和戸というところまでは、最後の第６条でありますよう

に、その管理運営は他の団体に委託することができるということで、各地区の自治会に委託をし

ておるということで、実質的な利用の形態は、各自治会の区民館というような形での利用がなさ

れておると、老人憩いの家としても当然利用されておるということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１０９号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１１０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１１０号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１１１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１１１号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１１２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１１２号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１１３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１１３号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１１４号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これは、広域連合からそのまま引き継がれた状況なのかどうな

のか、ちょっと確認しちょきたいというふうに思います。すべてだと。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  すべて周防大島広域連合から引き継いだものです。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１１４号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１１５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１１５号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１１６号、質疑はありませんか。広田議員。 
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○議員（１６番 広田 清晴君）  今回、実際的に一般廃棄物処理施設の運用について、これも実

際的には中身が全然わからんわけですね。いわゆる周防大島町センター設置に関する条例で、運

用等については、全く、運用については、これはこの規則、要綱があるんですか、この項に。い

わゆる一般廃棄物処理施設の設置に関する条例ですが、実際的には最後に規則で定めるというこ

とになっておりますが、どういう範囲、午前中、私は見出しだけでいいです、どういう規則の見

出しになってますかちゅうことだけで質疑をしました。その中で、見出しだけでもいいですが、

どういう格好で規則をつくっておられるのか聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  規則はございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  この条例の中に書いちょるように、施行に関して必要な事項は

規則で定めるということになっちょるわけですね。その規則が全く私たち議員の側がわからんわ

けですよ。じゃけ、どういう格好の中でやられとるのか、いわゆる目次、最低限目次だけでもい

いです、そういう格好の中で、どのように定めておるのか聞いておきたいというふうに、これが

新たに今度は特別会計へ移行するわけですね、実際的には──一般会計か、ほいじゃけ実際的に

は、今まで一部事務組合運営が大きく変わる部分なんですよ、みんなわかっちょるからええです

が、私はわからんのんですよ。ほいじゃけ教えていただきたいというふうに思うちょるんです。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  規則では、目的、第２条に開場時間および休み、それから第

３条で利用者の遵守事項、第４条で利用者の取り消し、第５条で損害の賠償、第６条で委任とい

うことになっております。 

○議長（新山 玄雄君）  よろしいですか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１１６号の質疑を終了

いたします。 

 続きまして、条例第１１７号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  聞き取りにくいんで、済みません、一応条文を読み返します。

「周防大島町廃棄物の処理及び清掃に関する条例」いうことでよろしいでしょうか。 

○議長（新山 玄雄君）  はい、１１７。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  この点で、私は４町がそれぞれ統一されて特定廃家電とそのほ

かの部分ということで分かれて、新たな徴収形態になるというふうに思います。それぞれ大きく

変わったところ、いわゆるこの新たな条例を執行するに当たって、周防大島町で新たに変わった、
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旧町と比較して新たに変わったところ、運用上、そこの報告をまず求めたいというふうに思いま

す。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩します。 

午後２時24分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時41分再開 

○議長（新山 玄雄君）  引き続いて会議を開きます。 

 続いて、答弁。田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  先ほどの広田議員さんの質問にお答えいたします。周防大島町

廃棄物の処理及び清掃に関する条例で、変わったとこはどこかということでありましたが、第

１３条の一般廃棄物収集運搬業の許可申請手数料の徴収、それと第１５条の浄化槽清掃業の許可

申請の手数料、それを新たにつけ加えまして、徴収するという条例をつけ加えてあります。 

 以上であります。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１１７号の質疑を終了

いたします。 

 続きまして、条例第１１８号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  １７号ですか。 

○議長（新山 玄雄君）  １８号です。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  はい。周防大島町瓦処分場設置及び管理条例について質問しま

す。 

 これは旧東和町に設置されている瓦処分場というふうに書いておりますが、実際的に今どのぐ

らいの残容量が、いわゆるどのぐらいの受け入れ容量が残っちょるのか聞いちょきたいというふ

うに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  お答えいたします。 

 約半分ちゅうことで。（笑声） 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  旧大島町の場合は、実際的には由宇に持っていったり、あっち

こち持っていきよるわけですよね、実際的に。ほいで、例えば半分ちゅていうたら、非常にわか

りにくいんですよ。例えば容量ですから、何トンぐらい入るあれがあるのか、実際的に周防大島
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町内全域が今度は持っていけるわけですから、この条例に基づいてですね。そいじゃ、どのぐら

い容量が残っとるのか、ちょっと聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  しっかり御答弁お願いします。田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  申し上げます。１５０トンということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  １５０トン残っていると、だそうです。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１１８号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１１９号の質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１１９号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１２０号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  それぞれが大島町もそうですが、久賀町にもあるようです。実

際的に新町建設計画の中ではいろいろ出されとると思いますが、実際どういうような状況、とり

わけ周防大島町大字久賀字熊本にある現状の報告を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  調査しまして、後ほど報告したいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  これは第５条では、使用者の資格が書いてありますが、使用者が

生前に、新たにここを借りたいということでお聞きするわけですが、新たに借りたい場合は、生

前に借りることができるのかどうか。例えば、もう既に葬儀が済んで、そうしないと借りられな

いのか、それとも、もう私の墓が要るから、そこを貸してくださいと言えるのかどうか。それを

ひとつ御答弁をお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  後ほど答弁させていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  というのが、旧久賀町においては、生前には貸せないという答弁

が一度ありました。ですから、新町になって統一した見解を求めたいので、今、質問しましたん

で、よろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑は──田村議員。 

○議員（９番 田村 三郎君）  使用料についてですけど、同じ１区画ですけど、３倍以上の格差
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があります。これ、どうしてでしょう。回答を求めます。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  使用料につきましては、今までの旧町の使用料をそのまま継続

して行うということであります。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１２０号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１２１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１２１号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１２２号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  大島町の簡易水道事業給水条例について質問します。先ほどか

ら規則には、後出す、そいで、料金等についても後出すということなんですが、一応聞いときた

いと思いますが、実際的に今回から、それまで旧大島町では１カ月ごと集金というのが、実際的

には他町が２カ月ごとに集金で、そちらに合わすということなんですが、実際的にいわゆる徴収

等について、今年金者がふえているとはいえ、実際的に徴収がより１カ月ごとの方がベターでは

ないかというふうに考えておりましたが、実際的に２カ月ごとになったのは、どういう理由から

なのかが１点です。 

 それと、あと大枠、大体３５条関係も変わっているんじゃないかというふうに思いますが、そ

の点もちょっと報告を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  ３５条の関係は環境部の方からお答え申し上げますが、初めの前段

の質問でございますが、なぜ２カ月徴収になったのかということでございますが、これは上水道

下水道の分科会というとこで協議をいたしましたが、要するにこれから先、上水道だけではなく

て、下水も当然始まってくるわけでございます。そうすると、１カ月ごとということになります

と、両方が、下水と水道が同時期に徴収になってくるわけです。だから、偶数月には水道、奇数

月には下水というふうに２カ月ごとにというふうに考えて、調整した結果でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか──ごめんなさい。答弁お願いします。田

村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  ３５条の加入金でありますが、一番安いところが旧久賀町の
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１万円でした。それにメーター器、ボックス等すべてつきまして１３ミリであれば２万

１,０００円いう金額に設定しました。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  もう１点聞いちょきたいんですが、それぞれ各町で違っておっ

た大口の取り扱い、これちょっと今条例を見ておるんですが、非常にわかりにくいんで、大口給

水の取り扱いについて、どういう結果になったのか。大口給水、使用料の関係、一応確認しちょ

きたいと。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  お答えいたします。 

 水道料金につきましては、ここには出ておりませんが、６００トン以下は、すべて安くなって

おります。ちなみに、１２トン未満で申しますと、新単価が１,８６０円が旧久賀では６３０円

の安くなっております。旧大島町で４５０円、旧橘町で４５０円、旧東和町で４００円減という

ことになっております。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  平川議員。 

○議員（２１番 平川 敏郎君）  ８ページですが、第３５条の新設または改造工事（メーターの

口径を増す場合に限る）というのがございますが、この場合、仮設工事もその適用が受けられる

わけですか、お答え願います。 

○議長（新山 玄雄君）  上元水道課長。 

○水道課長（上元 勝見君）  議員さん仰せのとおりです。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑は、浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  第２２条ですが、この限りでないという場合は、どんな場合が考

えられますか。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  後ほど答弁させていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  しっかり答弁願います。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１２２号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１２３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１２３号の質疑を終了
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します。 

 続きまして、条例第１２４号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これは、旧橘町及び旧東和町の公共下水の現状についてすり合

わせをした部分というふうに考えておりますが、実際的に事業によってはなかなか難しいという

のがあるかもわかりませんが、結果として橘、東和に関する管理条例──管理条例は後じゃね、

御無礼。 

○議長（新山 玄雄君）  間違い。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  ええ、ここにあるわ。実際的に合併後、旧東和、旧橘それぞれ

料金すり合わせはどういう結果になったのか聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩します。 

午後２時56分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時57分再開 

○議長（新山 玄雄君）  再開します。 

 田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  お答えいたします。 

 下水道料金につきましては、１２トンまでが旧橘が１１１円、旧東和が８８０円、旧大島町が

２,４００円安くなっております。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的には、それは、いわゆる集落排水の方を、大島の場合は

集落排水の部分ということでええんじゃろうか。大島の場合は、公共下水がありませんからね。

ただ、私が気にかかるのは、１２トンまではそれぞれが少なくなったというが、途中で実際的に

は大きくなった部分もあるんじゃないかというふうに聞いておりますが、実際的にはどうなのか。

先ほど言うた下水の関係は、それぞれ日良居、戸田地区ということで、次の条例に入ると思いま

すので、実際的には公共下水は旧東和、橘というふうに認識しておりますが、その辺のとこ再確

認しながら質問しちょきたいと思うんですが。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  単価につきましては、公共下水、漁業集落排水、農業集落排水、

すべて統一されております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１２４号の質疑を終了
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します。 

 続きまして、条例第１２５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１２５号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１２６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１２６号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１２７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１２７号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１２８号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これもちょっと条例がわかりにくいんですが、実際的にはその

地域、浮島地域の網羅しちょる比率、いわゆる漁業集落排水処理が網羅しちょる世帯、世帯全体

で何％ぐらいを網羅しとるのか。 

 それと、実際的には、これも先ほどすべて統一したということで、すべて下がったということ

でよろしいのか。確認しちょきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  お答えいたします。 

 １００％行っております。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  もう１点、すべて公共下水と同じように料金を統一したという

答弁じゃったと思いますが、それでよろしいのか。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  そのとおりであります。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１２８号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１２９号、質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１２９号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１３０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１３０号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１３１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１３１号の質疑を終了

します。 

 暫時休憩します。 

午後３時02分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時03分再開 

○議長（新山 玄雄君）  先ほどの答弁、田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  先ほどの浜戸議員さんの御質問にお答えいたします。 

 町長が必要であると認めたときはこの限りではないと言いますのは、防火用水及び墓地であり

ます。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君） 続きまして、条例第１３２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１３２号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１３３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１３３号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１３４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１３４号の質疑を終了

します。 
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 続きまして、条例第１３５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１３５号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１３６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１３６号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１３７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１３７号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１３８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１３８号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１３９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１３９号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１４０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１４０号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１４１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１４１号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１４２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１４２号の質疑を終了

します。 
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 続きまして、条例第１４３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１４３号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１４４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１４４号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１４５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１４５号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１４６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１４６号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１４７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１４７号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１４８号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これは、旧町では久賀、橘が設置されておったというふうに聞

いております。その点で間違いないのか。 

 それと、この条例を設置すれば、例えば今まで大島町では、それぞれがその地域でやりよった

わけなんですが、この条例の範囲内に入るのかどうなのか、それも確認しときたいというふうに

思います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えをいたします。 

 この周防大島町小作料協議会設置条例でございますが、これは旧久賀町、旧橘町で設置されて

いたものでございます。委員定数は１５人以内ということで設定しております。旧久賀町、旧橘

町とも１５人でございました。 

 内容でございますが、これは小作から地主に支払うものでございます。残りの部分は、小作人
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が取るということで、周防大島町では、残りの部分は小作人が取るということになります。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１４８号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１４９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１４９号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１５０号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これについては、専決でやられた内容で、実際的に融資残はど

ういう状況なのか、報告を求めたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 規則で制定しておりまして、貸付金の最高限度でございますが、農業協同組合に２億

５,０００万円以内、農業または林業を営むもの、これは合名会社、合資会社、有限会社、町長

が認める団体というものでございますが、これが５,０００万円以内、農業または林業を営むも

の、これは前号に掲げたもの以外のものでございます。これが６００万円以内というふうになっ

ております。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  融資残については、手持ちの資料がございませんので、後ほど

報告させていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１５０号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１５１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１５１号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１５２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１５２号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１５３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１５３号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１５４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１５４号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１５５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１５５号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１５６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１５６号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１５７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１５７号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１５８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１５８号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１５９号、質疑はありませんか。１５９号、広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  周防大島町農道及び林道維持管理条例について質問します。 

 これは、旧東和、旧橘であったものということで、これは規定でやられとったんですか、旧大

島町で、非常にわかりにくいんで、若干の補足を求めたいというふうに思います。よろしくお願

いします。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 
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○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 これは旧橘町と旧東和町ではなくて、旧大島町と旧東和町で林道管理規定、それぞれ林道管理

規定で設置をしておりました。費用の負担でございますが、その一部を受益者に負担させること

ができるという内容でございます。しかし、実際にはこれは負担は徴収していないという実情で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  よろしゅうございますか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１５９号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１６０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１６０号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１６１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１６１号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１６２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１６２号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１６３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１６３号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１６４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１６４号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１６５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１６５号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１６６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１６６号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１６７号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  いわゆる商工業者に対する設備投資資金助成条例なんですが、

これについても今現在、実際的に４町それぞれ貸付残等があると思いますが、つかんでおります

か。実際つかんでおれば、今どういう状況なのか、報告を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 資金の貸付残ございますが、現在手持ちの資料がございませんので、後ほど御答弁させていた

だきます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１６７号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１６８号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これも私も初めて聞く条例なんですが、今現状、実際それぞれ

森、外入等、どういう状況なんか、実際的にいわゆる建設戸数と空き数、つかんでいれば報告を

求めたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 この条例につきましては、旧東和町で設置をされていたものです。３団体団地がございまして、

森団地と外入、沖家室団地がございます。森団地につきましては、４棟の１６戸、このうち利用

状況ですが、１４戸となっております。外入の団地ですが、２棟の１２戸、利用状況は９戸でご

ざいます。沖家室団地ですが、これは２棟の２０戸、利用状況は１０戸となっております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  議長、もう１点、聞いておきたいのは、今度は中小業の事業主

に貸し付けることによって、いわゆる住宅とするわけなんですが、実際的にこれが条例化された
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場合、今までは旧東和町で条例をつくって、ほいで運用されておったと。じゃ、今度はそこの実

際的には周防大島町全域でそれが対象となると。当然のことですが、実際的にはそこへ入れると

いう格好で当然のことと思うんですが。確認。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  今の３団体につきましては、ホテルサンシャインに貸しており

ます。したがいまして、サンシャインの方で今空きがあるということになりますんで。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  今の答弁では、これにもきちっと書いてあるわけですが、事業主

に貸すということですが、これは各戸別に事業主に貸すということじゃないわけですか。今の

３カ所ありましたよね、それぞれ１カ所全部を１つの事業主に貸すということなんでしょうかね。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  今の３団地につきましては、一括でサンシャインにお貸しして

おります。 

○議長（新山 玄雄君）  よろしゅうございましょうか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１６８号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１６９号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１６９号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１７０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１７０号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１７１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１７１号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１７２号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  前の条例と同様、グリーンステイながうら条例ということで、

各スポーツ施設をやってるんですが、実際的に状況としては融資の状況、いわゆる利用状況等は、
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専決処分の段階ですが、つかんでおれば、実際的にどういう状況なのかが非常にわかりにくいん

で、説明を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  中原商工観光課長。 

○商工観光課長（中原  忍君）  お答えいたします。 

 グリーンステイながうらの件につきましては、１５年度決算でございますが、歳入が

５,５７３万６,６１４円でございます。歳出が８,１０４万１,６５５円、その穴埋めといたしま

して、町が２,５３０万５,４０１円補てんをしておるという状況でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑、冨田議員。 

○議員（１８番  冨田 安英君）  会員券のことなんですけど、先月おふろに行くと、私は町外だ

からだめだというふうに言われたんですよ。会員券のあれは、いつから全体が会員券の発効にな

るのか。久賀地区の人でないといけないいうようになってたので、先月行ったらそういうふうに

なだったんですよ。そいで合併した後でしたんで、聞いてみたいんですけど、そこら辺はいつか

ら今度は一緒になるのか、統一になるのか、そこら辺のとこ。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 ただいまの御質問の内容ですが、６５歳以上の方じゃないかと思うんですが、すべての方は町

内有効でございます。ただ、６５歳の方につきましては、証明というものがありまして、今各施

設に１０月１日以降に張り紙をしておりますけれども、割引ということで利用ができますよとい

うことで表示をさしていただいております。その６５歳以上の方じゃないかと思うんですが。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。中本議員。（発言する者あり）いいですね、次に移ります。

中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  今の関連つうことはないが、横から取るようなんですが、今の

中原課長の答弁で、２,５００万円、町の負担つうのは、毎年２,５００万円も負担したんじゃい

けんのじゃないか。どういうふうな追加の穴埋めをしていくのか。 

○議長（新山 玄雄君）  中原商工観光課長。 

○商工観光課長（中原  忍君）  お答えいたします。 

 今議員さんの方から御質問がございましたけど、御存じのように本町は温泉と浴場で３施設は

持っておりますけど、まず最初に、今課の中で精査をしておりますことは、例えば洗剤とか、そ

ういったすべてのものについて、共同購入ができないかと、安い方へ合わせないかということで、

今、調査をしております。そういったことで経費の節減をしていきながら、また今いろいろのこ

とを考えておりますけど、やはりそこの設備が来ていただけるような方策を、今後仕掛けていか

ざるを得んのじゃなかろうかなというふうに感じております。どこの施設も町の費用を出してお
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りますんで、今後そういったことがないように、何か方策を考えながら軽減をしていきたいと。

ようけ出すものは出さなくて、たくさん来ていただけるというような方策も今後取り入れていき

たいというふうに考えておりますので、ひとつよろしくお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１７２号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１７３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１７３号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１７４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１７４号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１７５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１７５号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１７６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１７６号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１７７号、質疑はありませんか、冨田議員。 

○議員（１８番  冨田 安英君）  大人が７００円というんですよね。そいで入浴回数券が１０回

で５,０００円ちゅうのを買おうと思うたら、町外だからだめだと言われたんで、これはいつか

ら施行ということでよろしんでしょうか。 

○議長（新山 玄雄君）  どこですか。 

○議員（１８番  冨田 安英君）  竜崎の温泉の回数券。 

○議長（新山 玄雄君）  さっきのですか。 

○議員（１８番  冨田 安英君）  さっき間違えて。間違うたんです。竜崎の方じゃった。 

○議長（新山 玄雄君）  じゃ、さきに戻って。 
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○議員（１８番  冨田 安英君）  いや、今のでええんよ。竜崎の分で。 

○議長（新山 玄雄君）  それじゃ答弁願います。岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 回数券は使用できますので、その辺の実情がちょっとわかりませんけど、新町で回数券使えま

す。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩します。 

午後３時28分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時51分再開 

○議長（新山 玄雄君）  再開をいたします。 

 先ほどの答弁。岡村産業建設部長。１７２号と答弁漏れ１件、答弁させます。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 条例の１７２号の竜崎温泉の回数券の購入でございますが、これはどこでもだれでも買えるこ

とになっております。これは以前と変わりはございません。 

 それと、答弁漏れがございましたが、１６６号の周防大島町商工業振興対策設備資金、これの

平成１５年度の期末融資残高でございますが、８,３２９万１,０００円でございます。町からの

利子補給額でございますが、これが１４万６,６５５円ということで、件数にいたしましたら

１９件でございます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  条例第１２０号であります。浜戸議員さんの方からの御質問で

ありますが、緊急時のための区画は若干ありますが、生前では申し込みは受け付けておりません。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  それでは、条例１７７号の質疑は、もうございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１７７号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１７８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１７８号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１７９号、質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１７９号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１８０号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これは設置条例ですから、基本的には管理運営について必要な

事項は規則で、ここも規則で定めるということで、ずうっと一括しておるんですが、先ほどから

旧久賀の件、旧橘の件、出てきました。そいで、旧東和の件については、この設置条例に基づい

て、いわゆる実際的には委託いう方式で運営され、そしてその委託の支払いをされているという

ふうに考えております。その点では、どこに委託をされているのか、支払いはどこ、どういう団

体になっているのか、聞いておきたいと。これは規則の中にあると思いますので、答弁を求めた

いというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  規則を制定しております。そいで、管理委託者でございますが、

社団法人東和ふるさとセンターに委託ということになっております。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  先ほど環境生活部長の答弁のことですが、１２０号のとこですが、

生前は貸し出しをしないという答弁でしたが、それは、新町においてもそうだということですね。

この辺で、旧大島町はそうではないよという話がありましたんで、それ、もう１回確認しときた

いんです。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁。田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  旧久賀町においては、区画はもうありませんので、生前にはし

ないと。旧大島町においては、区画が余っておりますので、生前はやっていこうということであ

ります。以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  ということは、もう旧町の境はなくなったわけですから、ですか

ら、要は生前も受け付けるというふうに受け取っていいわけじゃないですか。それはさっきの答

弁と違うじゃないですか。別に久賀に住んじょる人がこっち買ってもいいわけでしょ。そうでし

ょ。ですから、それは先ほどの答弁と違うんじゃないですか。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  そのとおりであります。申しわけありません。 

○議長（新山 玄雄君）  そいじゃ、続けます。続きまして、条例第１８１号、質疑はありません

か。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１８１号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１８２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１８２号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１８３号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１８３号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１８４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１８４号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１８５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１８５号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１８６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１８６号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１８７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１８７号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１８８号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１８８号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１８９号、質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１８９号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１９０号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１９０号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１９１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１９１号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１９２号の質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  今、今回この条例を見てみますと、実際的にはかなりの、周防

大島町全体で見ればかなりの住宅があります。この中で、今の空きの住宅、例えば旧来の周防大

島町で言えば実際的にあるが、政策空き家化して、実際的には入ってないという状況もあります。

それで、実際として、例えば今、西ケ原住宅から日良居住宅までかなりの戸数があるんですが、

実際的な状況をつかんでおられますか。空き、それぞれの。 

○議長（新山 玄雄君）  東原課長。 

○生活衛生課長（東原 正一君）  御質問にお答えします。 

 旧久賀町に１５件ほどまだ直さなければ入れないのがあります。それから、４件ほど旧久賀町

に特公賃が１件、旧橘町に特公賃が１件、それから旧久賀と新開１件ずつ、計４件ほど入居を募

集するのがございます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  特定の方は今ちょっと触れてないんですが、私の方はですね。

実際的に直せば、この条例を執行するに当たって、西ケ原からずっと日良居住宅まで一覧があり

ますね。そいで、実際的に例えば、私も旧他町のことについてはわかりませんが、直したら入れ

るちゅうんと、実際的に危険地なので、町として取り壊し対象というのが住宅にはあるというふ

うに思うんです、取り壊し対象。その辺が実際的にどういう状況なのか。例えば旧大島町地域で

言えば、瀬戸住宅については、かなり老朽化し、昭和３０年ごろですから、老朽化し、これは政

策空き家化という名前で一応立ち退きのお願いを、空いたら次に入らないという状況があります

ね。それで、実際的に旧３町、それ以外の町でもいいですが、旧町それぞれ実際的に空きの状況
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なんかは、政策空き家以外の空きの状況なんかは、今、直さんにゃいけんというのは、ちょっと

意味が不明なんですよ。例えば今空いているという住宅の状況はつかんでいますかということな

んですよ。じゃけ、直さなくても入れる住宅は現存するのかどうなのか。条例上、執行上ですね。

実際的にはもう全く直さなければ入れん住宅ばっかりなのか、その辺が非常にわかりにくいんで

すよ。ほいじゃけ、その辺がわかれば、きちっと報告しちょっていただきたいと。 

○議長（新山 玄雄君）  東原生活衛生課長。 

○生活衛生課長（東原 正一君）  今、議員さんがおっしゃったように、大島町で大変古くなって、

もう直しても費用がかかって、取り壊す方がいいのが何カ所かあるんですが、ちょっとその点は

まだ件数が把握してないんですが、要するに１５件ほどは、もう壊すか直すかじゃないと、もう

とてもじゃないが入れないということで、あと安下庄地区関係は、今の状態では、今さっき言い

ましたように１件ほど特公賃はありますし、久賀も特公賃が１件ありますし、それから２件ほど

久賀の方は募集をかけるということでございます。あと、申し上げましたように大島町の方はち

ょっと直しても危険な状態で、もうどこかに移っていただくような現状でございます。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  よろしいですか。中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  これは、条例の何なんじゃけど、即、これが終われば、入居ち

ゅうような申し込みが出ると思うんですが、関係ないように思うんですが、恐らくこれからは平

等で橘町方式でなしに抽選ちゅうことになると思うんですが、１つなら１つ住宅があいて、５人

なら５人抽選して１人だけが当たるよね。次の抽選のときは、この残った４人で次に空き家が出

たときには、残った４人で抽選というような方法はとれないものか。そうしないと、いつまでた

っても入れないつう状態が起きてくるんよね。そういうとこ、どのようなこれからは方法をとっ

ていくのか。 

○議長（新山 玄雄君）  東原生活衛生課長。 

○生活衛生課長（東原 正一君）  募集をかけたときに抽選で決定しまして、それ以後は、やっぱ

りまた募集をかけて抽選するようになると思います。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  第４条ですが、入居者の公募の方法が出ておりますが、これ以外

では公募はしないんですか。 

○議長（新山 玄雄君）  東原生活衛生課長。 

○生活衛生課長（東原 正一君）  今のところは、この３点で公募の方法でやろうかと思っており

ます。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 
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○議員（６番 浜戸 信充君）  この方法だと、町内に住む人しか空き室というか、空き部屋があ

るかないかわかりませんよね、この方法だと、この３点の方法だと。いわゆる町外からも住宅と

いうのは求めがあると思うんです。その辺の対応の仕方というのはどう考えるわけですか。 

○議長（新山 玄雄君）  東原生活衛生課長。 

○生活衛生課長（東原 正一君）  町外の人が、現在こっちに住んでおらないのが申し込むという

のは、ちょっと連絡方法とかであれですが、やはりこちらにおる人、あるいはそういう事情を聞

きまして検討をしてみたいと思います。だから、結局よそから申し込みがありましたら、一応抽

選の中に入れてやりたいということであります。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  今の世の中ですから、広くインターネットで公募するとか、同じ

ように。だから、町の広報でやるときに、インターネットにも載せるとか、そのぐらいはできる

んじゃないですか。抽選に来る来んは、例えば東京の方から部屋を借りたいんじゃがっても、そ

の抽選に来ん人間までは、それはしょうがない。でも公募はやっぱり広く公募すべきじゃないで

すか。そうせんと、だんだんそれでなくても過疎が進みよるのに、少しでも町外から入ってくれ

りゃ、それだけ人口がふえるわけですから。ですから、これ、やっぱりこの３項目だけじゃ、僕

は足らんと思いますけどね。今後これは条例、また改正をしていただいて、その辺も入れると、

公募するというお考えがあるのかないのか、それだけ。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  募集方法につきましては、先ほど浜戸議員さんが言われました

ように、インターネット等にまた載せまして、連絡して参加してくれた人だけを抽選にするとい

うことにしたいと思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  じゃが、この条例のままじゃ、今のできんのじゃないですか、条

例改正をしなきゃ。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁お願いします。田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  お答えします。 

 今後、また検討してまいりたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１９２号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１９３号、質疑はありませんか。広田議員。 
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○議員（１６番 広田 清晴君）  これも規則にかかわる部分であるというふうに思うんですが、

実際的に選考委員会の方に旧久賀町、他の３町はわかりませんが、選考委員の中に議員が入っち

ょったということがあるようなんですね。基本的には新規則の中にはどういう条項になっちょり

ますか、選考委員のところは。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩します。 

午後４時13分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後４時19分再開 

○議長（新山 玄雄君）  東原生活衛生課長。 

○生活衛生課長（東原 正一君）  先ほどの答弁をします。 

 第８条の入居者の選定というところにございますように、抽選その他公正な方法により入居者

を選定するということでございますので、選定委員というのも、今現在ございません。 

○議長（新山 玄雄君）  先ほど答弁漏れがございましたので、お願いします。岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  条例１４９号で答弁漏れがありました漁業近代化資金の融資残

額でございますが、１６件の１,０９０万円でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  先ほどの広田議員の質問であります条例第９９号保育所の入所

措置者数でありますが、公立につきましては、４保育所でゼロ歳児２名、１歳児８名、２歳児

２１名、３歳児２７名、４歳児２７名、５歳児３０名、合計１１５名、私立では、１２保育所で、

ゼロ歳児２４名、１歳児５１名、２歳児７２名、３歳児８２名、４歳児７８名、５歳児８１名、

合計３８８名であります。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  よろしゅうございますね。それでは、先ほどの１９３号の質疑を終了い

たします。 

 続きまして、条例第１９４号、質疑はありませんか。中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  旧橘町の町会議員でありながら、この和戸の改良住宅というも

のがどういうふうになって、どういうふうに進行されているつうのが、実際のところはっきりと

わからなかったんですが、それを私が歩いてみるのに、半分ぐらい空き家ですよね、これが。こ

の空き家がどうなっているのか、どういうふうな理由で空き家になっているのか。聞くところに

よると、土地とか家を、改良住宅つう名前のとおり土地とか、家を持っていた人が権利を持って

いるんじゃつうように私は聞いているのですが、そこのとこ、はっきりどういうふうになってい

るのか、お答えお願いいたします。 
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○議長（新山 玄雄君）  東原生活衛生課長。 

○生活衛生課長（東原 正一君）  お答えします。 

 今現在、空き家等もございまして、名義等も変わったりしておるんがあると思いますが、よく

現況を調査しまして、また資料なりそろえたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  今、課長が言うたように、ほんと住所で訪ねていっても違う人

がおったりするんですよね、あっちがう家へ入ったと思うて。だから、課長今答えたけど、それ

を早急によく調査してひとつ出てつうんじゃないんですよ、住民に違うちょるけ、そこの名前を

きちっとしてほしいと。郵便やさんも困るんじゃないんかと思うんですよ。名前と入ちょる人が、

名前が違うとったりしたら。ひとつよろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁いいですか。 

○議員（２０番 中本 博明君）  はい、いいです。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１９４号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１９５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１９５号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１９６号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１９６号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１９７号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１９７号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１９８号、質疑はありませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  ここ、消防団のことをお聞きしますが、第１２条には、新しく報

酬が決まっておりますが、その中で副分団長、これは旧久賀町においては、副分団長という役名

は実際にはありませんでした。多分ここが部長という役職が副分団長になったんだろうと思われ
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ますが、いわゆる副分団長の役割といいますか、どこを管轄するのか、これをひとつお願いします。 

 それと、その２には、出動手当として３項目書いてありますが、消防団については、消防学校

に入学をすることができますが、その場合の手当についてはどういう規定があるのか、その２点

をお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  消防団の定員、任命、給与、服務等に関する条例についての御質問

でございますが、報酬につきましては、４町の職名に若干の差異がございました。そこで、団長、

支部団長、支部副団長、分団長、副分団長、班長、団員ということで、旧町でありました名称は

若干変わっておりますが、その名称と報酬額が一致するとこに任命辞令を出しております。また、

費用弁償のことでございますが、第１３条で公務のため旅行したときは費用弁償するという条例

が制定されておりますので、ここで支給することになっております。以上でございます。 

 副分団長の役割でございますが、副分団長は、分団長を助け、分団の業務を支援するというこ

とでございます。一般的なことでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  それはわかっとるんですよ。しかし、先ほども言いましたように、

旧久賀町においては部長制度があったわけです。ですから、例えば第１分団何班というふうにあ

ったわけです。その班の長が部長という職名であったわけです。それをこの部長という制度、制

度というか、旧３町に合わせて副分団長という役職をつくったんでしょうから、ですから、その

副分団長というのは、その各班の長をやるのか、それとも今言われるように分団長の補佐をする

のか。補佐をするということになれば、班長の長は班長になるのか、その辺の組織がどういう形

態になるのかというのをお聞きしとるわけで、これもう一度答弁をお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  各町の組織につきましては、旧久賀町では、団長、副団長、分団長、

副分団長、部長、班長、団員という組織でございました。その他の３町では、部長がございませ

んでした。旧大島町には班長がありました。東和、橘、すべて旧ですが、旧東和町、旧橘町には

班長という制度もございませんでした。要するに、そういうことでございましたので、報酬額は

班長と団員は同じでございます。さらに部長と副分団長が報酬額が同じでございましたので、部

長は副分団長に統一し、班長は団員に統一するという調整を行っております。そういうことでご

ざいますので、職名につきましては部長がなくなったということですが、その内容は副分団長に

統合されたということでございます。 

 それと、消防団につきましては、合併時に統合するということになって、合併協議会では、消

防団につては合併時に統合するという協議をしたわけでございますが、実際にすべてを統合する
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というのは、非常に難しいということでございます。と申しますのは、この消防団にも非常に長

い歴史がございまして、各旧町の消防団というのは、一朝一夕にできたわけでもございませんし、

やはりそういう長い歴史を引っ張ってきておる消防団を、一遍に一つに統合するというのは、非

常に難しいということでございまして、旧各町の団長さんに支部副団長という形で就任いただき

まして、支部副団長の中から周防大島町の消防団団長を出していただくというふうな制度になっ

ております。 

 そういうことでございますので、旧各町の団長さんが支部団長で、旧各町の副団長が支部副団

長ということになっておりまして、そのまま名称を変えて任命をいたしております。そういうこ

とでございますので、各町の消防団の支部団、支部団の中身については、ほとんど元の体制をそ

のままにして活動していただくということにいたしております。 

 ということでございますが、今、浜戸議員さんの御質問のように、部長が副分団長に統合され

ておるわけでございますが、その部長の役割というのが、旧久賀町でしかなかった制度でござい

ますので、ここは副分団長に統合させていただきましたということですが、この副分団長の職務

が、旧久賀町での部長と副分団長の差というのが当然あったと思うんですが、これは久賀支部団

の中で調整をしていただいておるというふうに考えおります。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  合併という移行時ですから、すぐ組織をきちんと立て直すという

か、やるのは難しいかもわかりませんけども、いずれにしても指揮命令系統で動く組織ですから、

きちんと上からの指揮命令系統があって、組織図があって、初めてやっぱり下部が動けるわけで

すから、それは早急に一つの町としての指揮命令系統をきちっとつくって、役割をきちんとしな

いと、これは団員は動けませんよ。その辺は、だからもう早急にそういう組織図、指揮命令系統

をつくっていくべきだと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  旧久賀町、旧大島町、旧東和町、旧橘町の組織としては同一のもの

が出来上がっております。それが旧来の町の組織と若干変わっておるということで、そこに何か

齟齬が出てくるのではないかということでございますが、これは私たちも新しい制度に移行して、

まだ数カ月しかたっておりませんし、今後この状況を見ていきながら、果たして、今までの制度

と今回の制度で変わったとこで、どういう不都合が起きるのかということも検証しながら、もし

またこれがこれでは不都合であるということになれば、各支部団長さん方、また支部副団長さん

と協議しながら体制をつくっていきたいと思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑、尾元議員。 

○議員（２４番 尾元  武君）  命令系統につきましては、今質問があったわけですが、あと
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１点、私の方で確認させていただきます。１２条の出動手当の方で、訓練出動１回につき

３,７００円とあります。この訓練出動に当たって、この訓練という意味が応急操法、基本操法、

そちらの方に参加する当日だけのことを意味するのか、またそれに参加するに当たっての訓練が

ありますね。そういったこともまたその対象になるのかということが１点です。それと、その他

出動というのが、どういったことを意味するのかをお伺いしたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  これも旧久賀町、旧大島町、旧東和町、旧橘町で若干の差異がござ

いました。ちょっと先にそこを説明させていただきます。久賀町では、非常出動手当１回

５,４００円、訓練出動手当３,７００円、その他出動手当１回２,８００円というふうな制度に

なっておりました。大島町では、水火災出動手当５,４００円、訓練出動手当３,７００円、警戒

出動手当２,８００円と。旧東和町では、災害出動手当１回５,４００円、訓練出動手当１回につ

き３,７００円、警戒出動手当１回につき２,８００円と。旧橘町では、水火災出動手当

５,４００円、訓練出動手当３,７００円、その他出動手当２,８００円というふうに、この条例

の、今第１２条第１項第２号のところに掲げてあります文言に若干の差異がございました。当然、

これを調整しなければならないということで、非常出動ということと訓練出動とその他出動とい

うふうにまとめさせていただきました。 

 それで、訓練出動につきましては、各分団等で毎月日にち等を決めて、訓練をしていただいて

おりますると思いますが、それに対する訓練出動の手当でございます。その他出動につきまして

は、先ほども申し上げましたように、各町でその他出動とか、警戒出動とかというふうになって

おりましたので、中身とすれば警戒出動というふうに考えております。 

○議長（新山 玄雄君）  尾元議員。 

○議員（２４番 尾元  武君）  訓練出動、訓練、いろいろ消防団やっていく中にあるわけです

が、だから、先ほど私の方で質問したのは、柳井広域の方で、例えば基本操法とか応急操法とか

ありますね、その当日は値することだろうと思うんですが、訓練に出動する前にまだ練習を重ね

ますね。そういったときにはどういった対象になるのかということですね。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  ただいまの訓練手当のことでございますが、広域消防等の操法大会

等の練習ということでございますね。これにつきましては、各町で毎年持ち回りで旧町４町で持

ちまわっておりました。だから、４年に１回ほど各町に回ってくるということでございまして、

これも訓練というよりも、要するに練習が、随分長く練習をしていただくということになります

ので、訓練というよりも１つは打ち切り的な考え方で、例えば、１０万円なら１０万円というふ

な形で、そこに手当を出して、それで練習をしていただくときの費用にしていただくというふう
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な形をとっておりましたので、新町でもそのようなことを考えております。 

○議長（新山 玄雄君）  尾元議員。 

○議員（２４番 尾元  武君）  じゃ、そういった形で手当がいただけるということで間違いな

いということですね。わかりました。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１９８号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第１９９号、質疑はありませんか。武政議員。 

○議員（１１番 武政 輝夫君）  １１番、武政。組織につきましてでございますが、企業局を置

く、公営企業局を。病院事業の管理者は、公営企業管理者（以下管理者という）、この管理者イ

コール、ほいじゃ町長と判断していいのかどうか。別人が置かれるのかどうか、ちょっとお尋ね

をいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  横山企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（横山 充生君）  御質問にお答えいたします。 

 御存じのとおり地方公共団体が経営する企業に対して、地方公営企業法というのが適用になり

ます。その中で定められたもので、先ほどの御質問のように町長イコール企業管理者ではござい

ません。全く別な職種でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  武政議員。 

○議員（１１番 武政 輝夫君）  １１番。でしたら、このような立派な条例制定でしたら、やは

り管理者の選出方法とか、あるいは任命とか、そうしたものはちゃっと記名してくださいよ。こ

ういうことで管理者が選ばれますよということを、御親切があるのなら、明記すべきじゃなかろ

うかと思いますが、いかがですか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  これは、公営企業法の方で、事業管理者を置くということになって

おりまして、公営企業法が全部適用すると、ここに明記してありますが、第３条で公営企業法の

全部適用になった場合、当然企業管理者を置かなければならないということになっておりまして、

この公営企業管理者は町長が任命するということになっております。 

 そこで、けさほど御説明しましたが、町長等の給与または旅費、期末手当のとこに、公営企業

管理者の報酬も出ておったと思いますが、そういうことで、町長が任命することとなっておりま

す。ただし、助役、収入役等の特別職と違いまして、議会同意を求めない任命ということになっ

ております。 
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○議長（新山 玄雄君）  よろしいですか。ほかに質疑は、広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  今、部長の方から答弁がありましたが、いわゆるかなりの高額

の企業管理者を置くわけなんですよね。ほいで、１つは実際いわゆる議会の承認が要らないとい

う理由といいますか、法的根拠をきちっとしちょきたいと、答弁をお願いしたいと。言いますの

が、かなりの高額な区分に入ります。実際的に要らないという根拠を求めておきたいと。 

 それと、私も全部適用というた場合、今まで実態としてあれば、例えば介護保険がありました

ね。これと同じ趣旨なのかどうなのか。地方公営企業法すべて適用というた場合、介護保険、今

まで広域でやっておりましたね。これと同じようなあれなのか、全く違う内容となるのか。その

辺をちょっと聞いておきたいと。 

 それと、地方公営企業法というのがありまして、ちょっと見てみますと、当然、こういう格好

でやっていくということができます。水道、工業用水、軌道事業、自動車運送業、鉄道、これら

の部分に入るというふうに考えておりますが、実際的には非常にここでの部分については、管理

者という場合に、１つは会計運用上、公営企業法に基づく会計運用上、そしてもう１つは、実際

的に、先ほど言いましたなぜこれだけの、かなりの金額を支払うところが議会承認が要らないと

するのか、その辺をちょっと答弁を求めたい。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  地方公営企業法の全部が適用される地方公営企業におかれるもので

ございまして、特定の事項を除き、地方公営企業の業務を執行し、当該業務の執行に関し、当該

地方公共団体を代表する町の補助機関であるというふうに、地方公営企業法第７条、８条に定め

られております。企業管理者は、原則として同法第２条第１項の事業ごとに置かれますというこ

とでございまして、周防大島町では、公営企業局に事業管理者を置くというふうに定めておりま

して、「管理者は、地方公営企業の経営に関し識見を有する者のうちから、町長が任命する。ま

た、管理者は常勤特別職とされ」云々ということでございまして、任期は４年で再任されること

ができるというふうになっておりまして、すべて今の御質問のような議会承認が要らないという

ことも、公営企業法にうたってあるとこでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  よろしいですか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第１９９号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第２００号、広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これも、いわゆる管理者が定める内容が不明なんで、非常に難

しいんですが、実際的に例えば、今度予算出てきます。ここを設置して、国債の運用なんかは実
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際的には東部病院の方で運用するということになっちょると思うんですよ。いわゆる総務部は基

本的には企業局のどこに置く、ほいで、その取り扱いはどうなのか、中身の運営ですよね、この

辺は、補足説明をお願いしちょきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  横山企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（横山 充生君）  それでは、御質問に対してお答えいたします。 

 まず、総務部の分掌事務でございますけど、総務部には総務課と財政課と業務課がございます。

組織そのものは総務課は庶務、用度、電子計算、財政の方が管財、経理、業務課の方が検診業務

でございます。以上でございます。 

 それと、先ほど言われました国債の運用を東部病院でというのは、この条例には、今載ってな

いと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２００号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第２０１号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２０１号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第２０２号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２０２号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第２０３号、質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これも、実際として職員、いわゆる医療職員、病院職員を住宅

の状況について、ここで書かれておりますね、実際的に。ほいで、実際的には今の状況がいろい

ろ言われておりますが、実際空きの状況等はきちっとつかんでおられれば、報告をお願いしたい

というふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  横山企業局総務部長。 

○公営企業局総務部長（横山 充生君）  お答えいたします。 

 貸し付けの状況はちょっと把握しておりませんので。ただ、現在は、ここにある職種別に書い

てありますけど、ほとんどが大島看護専門学校で、１０名だと思います。思いますじゃいけんの

でしょうけど、１０名です。 
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○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２０３号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第２０４号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２０４号の質疑を終了

します。 

 続きまして、条例第２０５号、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。これをもちまして、条例第２０５号の質疑を終了

します。 

 岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  先ほど広田議員さんへの答弁漏れの回答で、条例１５０号の農

業近代化資金のところで、漁業近代化資金というふうに回答しておりました。農業近代化資金で

ございます。訂正しておわびをさせていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  もう答弁漏れは、椎木総務部長。 

○総務部長（椎木  巧君）  けさほどの広田議員の質問で、条例第４３号一般職の職員の給与に

関する条例のとこでございましたが、級別の職員数の問題がございました。まず１級の職員が

１名、２級の職員が２９名、３級の職員が５６名、４級の職員が３６名、５級の職員が５７名、

６級の職員が１０９名、７級の職員が３２名、──８級の職員が１５名、午前中申し上げました

が、９級の職員が１２名となっております。これは行政職給料表１の適用する職員でございます。 

 次に、技能職給料表を適用する職員では、１級が６名、２級が４名でございます。次に、船舶

職給料表１を適用する職員では、３級が２名、４級が１名、５級が１名、船舶職給料表２を適用

する職員では４級が２名、次に、医療職給料表４を適用する職員では、１級が３名、次に、現業

職給料表を適用する職員では、３級が１０名、４級が５名となっております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに答弁漏れないですね。平川議員。 

○議員（２１番 平川 敏郎君）  失礼します。質問漏れがありまして、許可いただけないでしょ

うか。 

○議長（新山 玄雄君）  質疑はさかのぼれないんですよ。 

○議員（２１番 平川 敏郎君）  わかりました。 
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○議長（新山 玄雄君）  後で聞いてください。 

 それでは、これより討論を行います。議案第１号、討論はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  議案１号について、反対の立場から討論をいたします。 

 御承知のように今回専決をせざるを得ないというのは、客観的な事実であります。しかし、そ

の中で議論したところによりますと、実際的に私は前議会の中でできるだけ早く、いわゆる合併

後どれだけ混乱を起こさずにやっていくか、ここが問われるんだということを議論してきました。

そういう点では、基本的には聞いていてわかるように、いわゆる総合窓口と総合支所、条例設置

したにもかかわらず、実際的な連携が今時点でもできておりません。これは客観的事実です。ど

こまでが総合支所がやって、どこまでが実際的に部がやるのか、これは全く私はできてないとい

うふうに判断せざるを得ません。 

 また、もう１つの点として、条例をつくるときに、ほんとに新しい条例を一応つくるわけなん

です。そのときに、一つ一つの条例がほんとに新町にふさわしい条例かどうかという点で判断す

るならば、答弁でありましたように元々４町時代にこういう数だったからこういうところでいい

と、ほんとにその中身が法律の中身が考えられずに、実際的には条例を設置しちょると。これは

非常にまずいんじゃないんかと。もっともっと議論の中できちっとやる必要があったんじゃない

かというふうに私は考えております。 

 その点では、そうした前提を明らかにして反対せざるを得ないというふうに思います。 

 以上であります。 

○議長（新山 玄雄君）  次に、賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  ないようでありますので、討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。起立による採決を行います。日程第１、議案第１号周防大島町の位

置を定める条例ほか２０４件の条例制定の専決処分の承認を求めることについて、原案のとおり

承認することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり承認されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（新山 玄雄君）  以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

 本日はこれをもって散会いたします。次の本会議は、明日１１月２６日午前９時３０分から開

きます。御苦労さまでした。 

午後４時54分散会 
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